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砂糖きびを「しがむ」

　「砂糖きびをしがんだことがありますか」あるとき、自分の教えている大阪の大学の研究室で、大勢の学生にこのような質問をしてみました。一部の学生は、「もちろん」と答えましたが、残りの学生は、「いいえ」という人と、そもそも「しがむ」という言葉がわからないという人に分かれてしまいました。驚いてしらべてみると、「しがむ」というのは、れっきとした大阪弁で、標準語にはない言葉であることがわかりました。

　それから関西出身者とその他の学生とのあいだで、この表現をめぐって大論戦となりました。経験があるにしろないにしろ、関西出身者にとっては、砂糖きびは「しがむ」以外に表現のしようがないのですが、その他の学生にとっては、砂糖きびは「嚙か　む」ものであったり、「吸う」ものであったりするようでした。関西育ちの私にとっても、チューインガムの「チュウ」、つまり「嚙みながら吸う」のが「しがむ」ですから、「嚙む」だけでは話になりません。

　それにしても、まだ学校へも行かない幼い子どものころ、アジア太平洋戦争の終戦前後を大阪ですごした私としては、夜店で買って「しがむ」のが最高の楽しみのひとつだった砂糖きびを知らない学生が多いのには、もっと驚きました。ただでさえ、食糧の不足していたそのころは、人びとは「甘い」ものにはひどく飢えていましたから、そんなことが楽しみだったのです。

　いまでは、食べ物も飲み物もたいへんぜいたくになってしまい、カロリーの取りすぎからくる糖尿病の人も少なくないうえ、ダイエットが大はやりですから、砂糖は健康や美容の敵のようにいわれていますが、このような見方は、飢き　餓が　で苦しんでいるアフリカなどでは考えられないことですし、日本でも、そんなことはごく最近のことなのです。むしろ、戦後、私の子どもだった時代までは、つまり、ほんの半世紀くらい前までは、そもそも砂糖をどの程度食べているかで、その国の生活や文化の水準がわかるといわれたものです。

生まれつき砂糖が嫌いな人はいない

　砂糖の消費が生活水準の基準になるといわれたのには、もうひとつ理由があります。それは、ほかでもない、砂糖は世界中のだれからも好まれるということです。あとでこの本の主な話題のひとつになる、近代初期の世界でひろく取引された商品[image: ──]「世界商品」とよんでおきます[image: ──]となった食品のなかでも、たとえば、コーヒーやお茶は、はじめて飲んだときにはおいしいというより、苦にがいと思ったり、渋しぶいと思ったりする人もいるでしょうし、とくに子どもはそうでしょう。また、同じ時代に世界にひろがったタバコなどでは、はじめて吸ってみて快適に感じる人は少ないはずです。お酒のたぐいも同じでしょう。

　これに対して、生理学的な理由はいまだによくわからないようなのですが、砂糖の甘かん味み　は、赤ちゃんをふくめて、はじめて口にした人がすべて好きになってしまうのです。お酒の好きなお父さんなどで、「甘いものは嫌い」という人もたくさんいますが、あれは大人になって、しきりにお酒を飲むようになったせいで、味覚が変わっただけです。あの人たちも、子どものころは、砂糖が大好きだったはずなのです。こうして、砂糖は、おおかたの人びとに好まれますから、とくに「世界商品」になりやすい性格をもっていたのです。

　「世界商品」とは

　「世界商品」の意味は、毛織物と綿織物とをくらべるとよくわかります。一般に寒冷で、牧羊業のさかんだったヨーロッパでは、中世いらい毛織物がつくられていましたので、ヨーロッパ人が中国やインドなど、アジアやアフリカに来るようになったときも、しきりにこれを売りつけようとしました。そもそもヨーロッパ人が外の世界に探検に出かけたのも、ひとつにはヨーロッパで売れ行きの伸びない毛織物の市場を求めてのことだったのです。

　しかし、むし暑いインドやアフリカでは、分厚い毛織物などは、ほとんど受け容れられませんでした。これに対して、薄くて、洗濯がしやすく、鮮やかな色のプリントができる綿織物は、もともとアジア、とくにインドが生産の中心でしたが、アフリカやヨーロッパにもたいへん好まれました。つまり、ヨーロッパにしか通用しなかった毛織物とちがって、綿織物は「世界商品」だったのです。

　むろん、「世界商品」は、食べ物や衣料には限られてはいません。こんにちでいえば、石油やテレビや自動車も典型的な「世界商品」なのです。いいかえると、それはアフリカの奥地でも、ヒマラヤでも使われているような商品のことです。

　むろん、「世界商品」となった重要な商品[image: ──]英語では「ステイプル」といいます[image: ──]を独り占めにできれば、大きな利益があげられることはまちがいありません。ですから、一六世紀いらいの世界の歴史は、そのときどきの「世界商品」をどの国が握るか、という競争の歴史として展開してきたのです。

　しかも、いまでは自動車やテレビのような工業製品や石油なども重要ですが、もともとこうした「世界商品」は、アジアやアフリカ、アメリカの鉱山や農場でとれる生産物が多かったということができます。こんにちの中南米や日本でとれた銀や、タバコや香料、染料、茶、コーヒー、ゴムなどです。生活文化の基本をなす植物や動物、その工芸製品などは、気候や土壌の条件からしても、アジアやアフリカ、アメリカのほうが、種類も量もはるかに豊かだったということができます。そのために、とくにヨーロッパ諸国は、これらアジアやアフリカの土地を、自国の植民地として囲い込み、外国の勢力を排除することになったのです。

奴隷貿易を生み出した砂糖

　そういうわけで、歴史を動かしてきた「世界商品」のもっとも初期の例が、ほかでもない砂糖でした。ですから、一六世紀から一九世紀にかけて、世界じゅうの政治家や実業家は、砂糖の生産をいかにして握るか、その流通ルートをどのようにして押さえるか、といった問題に知恵をしぼってきたのです。

　ブラジルやカリブ海の島々には、砂糖生産のために、プランテーションとよばれる大農園がつくられました。プランテーションでは、砂糖きびの栽培とその加工ばかりに努力を集中し、それ以外の活動はいっさい顧みられませんでした。たとえば、穀物のような基本的な食糧でさえも輸入に頼り、ひたすら砂糖きびの栽培に集中していったのです。

　こうしたプランテーションには、ヨーロッパ諸国の資本、なかでもイギリスの資本が注ぎこまれ、数千万人のアフリカの黒人が、ここにつれてこられたうえ、奴隷として強制的に働かされていました。白人の労働者を使うことも考えられましたが、安上がりに大量の労働力を得る方法として、アフリカ人をつれてくることが考えられたのです。こうした奴隷貿易は、連行されて奴隷とされた人びとだけでなく、当然、もとのアフリカの社会にも大きなつめあとを残しましたが、その話はのちにのべることにしましょう。

　ちなみに、やがて、アメリカ合衆国の南部では、もうひとつの「世界商品」となった綿織物の原料をイギリスに提供するために、綿花栽培のためのプランテーションが、やはりアフリカ人奴隷を労働力としてひろがることになります。あなたがたは、こんにちアメリカ合衆国はもとよりカリブ海の島々やイギリスにも、多くのアフリカ系の人びとが住んでいるのはなぜか、考えたことがあるでしょうか。それは、このように、ヨーロッパとアジア・アフリカ・アメリカとの関係の長い歴史があってのことなのです。

　こうして、砂糖や綿織物のような「世界商品」は、地球上の人間の配置をすら変えてしまいました。ダイエットの流行で、砂糖がむしろ警戒の目をもってみられ、ナイロンやビニールにはじまる化学繊維の登場で、綿織物がもはやそれほど重要ではなくなったいまでも、それらの影響はつよく残っているのです。

　砂糖や綿織物の歴史をみることは、近代の世界だけでなく、現代の世界を知るうえでもきわめて大切だというのは、このような意味からなのです。

薬か食糧か

　ところで「世界商品」となった砂糖は、いったい何に使われたのでしょうか。砂糖は、そもそも食品だったのでしょうか。食品であったとしても、カロリー源としての「食糧」だったのでしょうか、それとも、たんなる調味料だったのでしょうか。

　じっさいのところ、砂糖には、驚くほど多くの用途や「意味」がありました。ルネサンス以前の世界では、イスラムの科学の水準がヨーロッパのそれなどよりはるかに高かったのですが、そのイスラムの医学では、砂糖はもっともよく使われる薬のひとつでした。中世のヨーロッパでも、事情は同じです。砂糖が本格的に使われはじめた一六、一七世紀には、砂糖には、結核の治療など一〇種類以上の効能が期待されていました。

　砂糖はむろん、アジアから輸入されたコショウや香料などと同じで、よほど高級な調味料でもありました。しかし、砂糖、とくに白砂糖には、何か特別に神秘的な意味があるともみなされ、しばしば、精巧な細工ものとして、国王や貴族のパーティーや儀礼にも用いられました。いまの結婚式で使われるウェディング・ケーキもその名な　残ご　りだという考え方もあります。砂糖が元来はひどく高価なものであったことも、それが神々こうごうしくみえ、権威の象徴のようにみえた理由のひとつでしょう。

　しかし、砂糖の神秘性の最大の理由は、やはり、純白というその色にあったと思われます。日本人が、浄きよめの儀式にしばしば塩を用いてきた[image: ──]力士が土俵で塩をまくのも同じ[image: ──]のも、似たような事情からでしょう。純白という色に何か特別の意味を感じるのは、理由はよくわかりませんが、日本人だけでもないようなのです。

食品になった砂糖

　とはいえ、砂糖が大量生産・大量消費の対象となっていったのは、こうした用途のためではありません。そもそも、砂糖が薬と考えられたのも、とくに神秘的なものとみられたりしたのも、その供給量が少なくて、めずらしく、高価なものだったからこそなのです。

　ところが、一六世紀いらい、とくに一七世紀中ごろ以後、砂糖の意味や用途は一変してしまいます。つまり、ごく一部の上流階級の食事の調味料のほか、薬品や儀礼用として用いられていた砂糖が、カロリー源になっていったのです。もっとも、一般の食品となってからも、砂糖の用いられ方にはさまざまな特徴がありました。とくに、お茶やコーヒーと結びつくことで、イギリス人の社交の媒介となった時期から、庶民の朝食となって文字通りのカロリー源となった時代へと、その「意味」はかなり変化していきましたが、そのことについては、この本のあとのほうで、もう一度戻ることにしましょう。






砂糖きびの旅のはじまり

　砂糖の知られる前には、それぞれの地域で、いろいろなものが甘かん味み　として用いられていました。花祭りで、お釈しゃ[image: 迦]か　さまの像にかける甘茶のようなものもあれば、ヨーロッパでは、蜂はち蜜みつがよく用いられました。しかし、砂糖が本格的に生産されるようになると、それが甘味の王様になり、砂糖以外のものはあくまで補助的な役割しか果たさなくなりました。砂糖は圧倒的に「甘かった」ことと、大量生産が可能だったから、ほかの甘味料では太た　刀ち　打う　ちできなかったのでしょう。

　それでは、砂糖は何から採れるのでしょうか。歴史上、砂糖の原料となったものにはいろいろあります。たとえば、比較的珍しいものとしては、「竹の砂糖」やカナダなどでつくられた「かえで糖」があります。カナダの国旗に描かれている「かえで」のマークはこの「砂糖かえで」だといわれていますが、野外で大鍋にこれを入れて煮詰めている絵をみかけた人もあるかもしれません(エピローグの扉絵参照)。

　しかし、「世界商品」になるほど大量に砂糖がつくれるのは、砂糖きび(「甘かん蔗しょ」ともいいます)と砂糖大根(ビート)しかありません。しかし、砂糖大根は、あとでもう一度ふれるように、一九世紀になってヨーロッパでつくりだされたものですから、それまでは、砂糖きびの独どく壇だん場じょうだったのです。砂糖きびは、熱帯や亜熱帯に適した植物ですから、砂糖の生産地は地球上のそうした場所でなければなりませんでした。

　砂糖きびの原生地はあまりよくわかっていないようですが、いまのインドネシアのどこかだろうともいわれています。昔は、インドのガンジス川流域と考えられていました。ちなみに、日本には、一六〇九年に中国の福建省から奄あま美み　大おお島しまに伝えられたことになっています。[image: 薩]さつ摩ま　藩がその生産を奨励し、藩の収入源としたことはよく知られています。その後は、四国でも和わ　三さん盆ぼん(三さん盆ぼん白じろ)として知られる日本独特の、なかなか上質の砂糖がつくられました。しかし、台湾を植民地として、そこでプランテーションを展開するまでは、日本の砂糖生産量は、世界的にみればまったく問題にならないものでもありました。

イスラム教徒による地中海への導入

　ヨーロッパ人が最初に砂糖のことを知ったのは、紀元前四世紀に東方に遠征し、ひととき、ギリシアからインドに至る大帝国をつくったアレクサンドロス大王(前三五六─前三二三)の兵士たちだといわれています。兵士たちが北インドに入ったとき、「蜂がつくったのではない固い蜜」をみつけて大喜びしたというのです。このとき以来、ごくわずかな砂糖が、隊商をくんだ商人たちによってヨーロッパにもたらされていました。

　しかし、砂糖の生産がヨーロッパやその他の地域にひろく伝でん播ぱ　したのは、イスラム教徒の手によってでした。「砂糖はコーランとともに」西へ西へと旅をしたのです。七世紀はじめにアラビア半島で生まれたイスラム教は、たちまち広い地域に普及しました。のちには東方ではインドやインドネシア、中国の一部にも伝えられ、西方はこんにちのトルコや北アフリカにも、ひろがりました。

　イスラム教徒の進撃はそれでもやまず、八世紀はじめにはスペインをもおさえ、地中海を席せっ巻けんしてしまいます。もしかすると、彼らはヨーロッパ全体を支配するのではないかとも思われましたが、ようやく西暦七三二年、フランク王国との戦いに敗れたため、その勢いが止まりました。それにしても、古代ローマ人が「われらの海」と称し、さかんな貿易を展開していた地中海は、八世紀には、その北岸以外の三方をイスラム教徒におさえられてしまったのです。

　こうして西方にひろがったイスラム教徒の支配した地域には、砂糖きびの栽培と製糖の技術が、つぎつぎと伝えられていきました。なかでも、キプロス、ロドス、クレタ、マルタ、シチリアなど、いまのトルコからイタリアにかけての地中海東部の島々で、その栽培がさかんになりました。また、モロッコなどの北アフリカやスペインにも、その栽培が導入されたものと思われます。

砂糖きび栽培に必要な条件

　砂糖きびの栽培には、適度の雨量と温度が必要なうえ、その栽培によって土壌の肥料分が消耗して土地が荒れるため、つぎつぎと新鮮な耕地を求めて、どんどん移動していかなければならない性質もありました。また、砂糖きびの栽培とその加工、つまり製糖は、重労働であるばかりか、あとでみるように、近代的な工場と同じように規則正しい集団労働を必要としましたから、これらの土地でも、すでに奴隷または奴隷に近い、強制的に働かされた人びとがいたものと思われます。この二つの特徴は、これから数百年の「砂糖きびの旅」に、どこまでもつきまとっていくことになりました。

　砂糖と奴隷制度の悪名高い結びつきは、こうしてすでにイスラム教徒が世界の砂糖生産を握っていた時代から、はじまりました。エジプトでは、砂糖きび栽培がはじまると、農閑期になるはずの夏にも、きびしい農作業が必要になり、農民の年間の生活の慣習、つまり農事暦が変わったともいわれています。

　砂糖きびが、本格的な奴隷制度をもたらし、生活慣習を一変させたという現象は、これ以後、砂糖きびのひろがった地域すべてにみられたことです。のちに詳しくのべますが、カリブ海の島々では、先住民(「インディオ」)に代わって、アフリカからつれてこられた黒人奴隷が人口のほとんどを占めるようになってしまったほどです。

十字軍と砂糖

　ヨーロッパのキリスト教徒が砂糖のことをかなり詳しく知るようになり、自分で砂糖きびを栽培するようになったのは、一一世紀末にはじまった十字軍運動からだと思われます。

　ヨーロッパ各地のキリスト教徒が、イスラム教徒に占領された聖地イェルサレムを奪回することをめざして、十字軍に参加しました。しかし、およそ二世紀にもおよんだこの運動は、回を重ねるにつれて、その目的があいまいになっていきました。なかには、少年十字軍などというものも組織されましたが、参加者の一部は奴隷として売り飛ばされたともいわれています。一三世紀はじめの第四回十字軍は、イェルサレムにも行かず、東ローマ帝国の首都であったコンスタンティノープルを陥れ、ラテン帝国を形成しました。

　こうして、聖地の回復という意味では、十字軍運動は成功とはいえませんでした。しかし、七回以上にもおよんだこの大遠征で、ヨーロッパ人は、イスラム世界との交易の筋道をつけることには成功しました。また、当時、自分たちのそれよりはるかに高いレヴェルにあったイスラム世界の文化、とくに、医学や科学の技術をすすんで取り入れることにも、成功しました。西洋近代の科学の基礎は、こうして築かれたのです。のちに「ルネサンス」とよばれるヨーロッパ近代の開始をつげる大きな文化運動は、このことがきっかけで起こったともいわれています。

　砂糖きびの栽培と製糖の技術もまた、このルートでヨーロッパに伝えられた技術のひとつでした。つまり、ヨーロッパ人は、イスラム世界からの砂糖を細々と輸入していたばかりではなく、現地の支配がつづいているあいだは[image: ──]十字軍の建てたラテン帝国はそう長くはつづきませんでしたが[image: ──]、そこで行なわれていた砂糖生産そのものをも管理し、その技術をマスターしたのでした。

　それまで、甘味といえば蜂蜜しか知らなかったヨーロッパ人にとっては、砂糖の強烈な甘さと純白さは、何か神秘的なものにみえたことでしょう。なおそれが、非常に高価なものであったこともあって、ますますそれは神秘性を帯びたともいえましょう。こうして、砂糖は、ヨーロッパの社会にしだいに普及していきましたが、なおそれは、ごく限られた上流階級のあいだで、しかも、薬品や権威の象徴となっていたのです。

大西洋の島々の時代とアントウェルペンの市場

　ところで、イスラム教徒によって東地中海の島々[image: ──]キプロス、ロドス、クレタ、マルタ、シチリアなど[image: ──]にひろめられた砂糖生産は、一五世紀末には、ポルトガルの大西洋沖にある島々、すなわち、マデイラ諸島、カナリア諸島のほか、西アフリカのギニア湾沖にあるサン・トメ島などに、その中心が移りました。これらの島の多くは、かねてワインの生産で知られており、こんにちでもワインが主な産物となっていますが、ひところは、アフリカ人奴隷を使った砂糖きびのプランテーションが大規模に展開したのでした。これらの島々はまた、ほとんどがポルトガル人を先頭にした、ヨーロッパ人の対外進出の拠点ともなっていました。

　ポルトガルは、一三世紀ごろに、いち早くイスラム教徒の支配を脱出して独立国となっていましたが、一五世紀には、「航海王子」とあだ名されたエンリケ王子の努力で、アフリカ西海岸に進出し、アジアへの航海をめざしていました。一四一五年にアフリカ北岸のセウタを占領したことからはじまり、マデイラ、アゾーレス諸島など、大西洋沖の諸島はこの王子の時代に、ポルトガル領となったものです。一四四二年には、彼らはヴェルデ岬にまで到達しました。




　ちなみにポルトガルでは、その後も一四八八年にはバルトロメオ・ディアスがアフリカ南端の喜望峰に至り、一四九八年には、ついにヴァスコ・ダ・ガマがこの喜望峰をまわって、インドのカリカットに到達し、彼らの待望したインド航路がひらかれました。また、一五〇〇年には、この航路を通ってインドに行こうとしたペドロ・カブラルが漂流してブラジルに到達しました。

　ところで、西に向かう砂糖きび栽培の旅は、このあともさらにつづき、より劇的な展開をみせるのですが、このときいらい、その旅の担い手は、もはや片手にコーランをかざしたイスラム教徒ではなく、それこそキリスト教の『聖書』を片手にしたポルトガル人となりました。これら大西洋の島々でアフリカ人奴隷を使って行なわれた砂糖生産は、一六世紀はじめには急速に成長し、このころ世界経済の中心となる国際市場として、急速に台頭した、こんにちのベルギーにあるアントウェルペン(アントワープ)に集められたうえ、そこからヨーロッパ各地に売りさばかれていきました。アントウェルペンは、世界の中心市場でしたから、そこでかなりまとまって取引されるようになった砂糖は、「世界商品」とよべる状態にかなり近くなってきたといえましょう。

　この時代のアントウェルペンの市場では、イギリス産の毛織物や北ヨーロッパのバルト海地方からきた穀物、ポルトガル人がアジアからもたらしたコショウや香料など、世界中の商品が、ヨーロッパ各地から訪れた商人によって取引され、たいへんにぎわっていました。同時代の有名なイタリア人の歴史家が、「アントウェルペンの取引所に行けば、世界中の言葉が聞かれる」と感嘆したといわれるのは、このためです。

コロンブスの交換

　はじめのうち砂糖は、アジアで採れる香料と同じく貴重品でしたが、香料とはちがってヨーロッパ人自身の手によって、プランテーションで「栽培」されるようになり、その生産量がしだいに増やされていきました。ですから、しだいに、高級ではあってもひろく使われる食品となって、普及していったのです。というより、砂糖はだれもが好きで、ほとんど無限に「市場」がありましたから、この高級食品がプランテーションで大量に「栽培」、つまり「生産」できるものであることがわかってくると、ポルトガルを先頭にヨーロッパ諸国は、競ってその生産を組織しようとしたのです。こうして、砂糖は、たんに薬品や一部の貴族のみのぜいたく品ではなくなっていったのです。

　しかし、こうなると、大西洋の島々はあまりにも手狭でした。したがって、ヨーロッパ各国は、どこかに新しい、広大な砂糖きびの栽培地を求めたのです。コロンブスが西半球に向かった、その第二回目の航海に、砂糖きびの苗を携えていったのは、このような事情からでした。

　砂糖きびは、こうして新世界にもたらされましたが、コロンブスの新世界「発見」(一四九二年)やヴァスコ・ダ・ガマのインドへの航海(一四九八年)以後、アメリカ大陸とアジアとアフリカとヨーロッパとのあいだを、新しい動物や植物の品種が活発に移動しました。その多くは、薬や原材料、食糧、観賞用などに、わざと人間が持っていったり、持ち帰ったりしたものです。




　砂糖きびもそうですし、ヨーロッパ人の主食のような地位を占めるようになり、その食生活を変えてしまうことになるジャガイモや、トウモロコシ、トマト、タバコなどはアメリカからきたものです。茶は、樹木そのものは移植が困難でしたが、収穫されたその葉っぱがアジアから渡ってきました。タピオカの原料として、いまでもアフリカで主要な食品となっているキャサヴァは、ブラジルからポルトガル人によって、アフリカのコンゴに移植されたものでした。エチオピアが原産地だったコーヒーも、こうした長い長い旅の末に、インドネシアのジャワや南アメリカのブラジルやコロンビアにたどりつき、プランテーションでつくられるようになりました。成功はしませんでしたが、イギリスが大西洋のタヒチ島に原生していた「パンの木」を、カリブ海に移して、奴隷の食用にしようとした話もよく知られています。

　薬品も、食糧も、建築資材も、燃料も、ほとんどすべてのものが動物か植物のいずれかを素材としていた時代ですから、金や銀に次いでは、動植物、とくに植物が重要と考えられ、人びとは、つねに何か新しい「有用な植物」はないか、ということを気にかけていたのです。一七世紀はじめのイギリスの大法官(いまの法務大臣)であったフランシス・ベイコンといえば、科学者としてもよく知られた人でしたが、同時に、ヴァージニアへの植民を行なった会社の出資者でもありました。このベイコンは、彼の『随筆集』のなかで、新しい土地に行ったら、必ずこういうものをさがすように勧めています。

　大洋を越えてヨーロッパ人が世界各地に出かけるようになったのも、キリスト教をひろめるとか、ヨーロッパ産の毛織物を売るためというよりは、この目的のためであったといえましょう。新しい土地でみつけた「有用な植物」は、砂糖きびの例がよく示しているように、本国に持って帰ったり、もっと気候や土地の条件や労働力の具合のよい場所に移しかえることが必要になりました。

　このような必要から、ヨーロッパの各国は、本国にも植民地にも、競って植物園をつくり、研究をすすめました。一七世紀末、オランダ人がアフリカ南端のケイプ(喜望峰)植民地につくったものが、このような植民地植物園のはじめといわれていますが、ずっとのちになると、イギリス人もセント・ヴィンセント、ジャマイカなどカリブ海の島々や、カルカッタ、ペナンなどアジア各地にこうした植物園をつくり、ロンドンのキュー・ガーデンズ植物園を中心にした植物園ネットワークをつくりあげました。

　むろん、逆に、ヨーロッパからアメリカに移された動物や植物も少なくありません。なかでも、もっとも重要なものが馬でした。その意味では、西部劇の世界は、まさしく「コロンブスの交換」なしにはありえなかったのです。

　もっとも、同じようにこの時期に大陸間を移動したものには、偶然、人間に付いて移動したものもあります。たとえば、アメリカ大陸からきた梅毒や、ヨーロッパからアメリカ大陸に移ったインフルエンザのような病気なども、その一例です。ヨーロッパ人の持ち込んだ伝染病が、カリブ海の先住民カリベ族など、「インディオ」たちの激減の原因だといわれています。

　いずれにせよ、コロンブス以後、これまで知られていなかったものが、アジア、アフリカ、南北アメリカとヨーロッパのあいだで、相互にひろがり、いろいろな意味で世界が一体化したのです。

ブラジル糖の時代

　一四九三年になると、ポルトガルは、遅れて国土をイスラム教徒から取り戻したスペインとはかり、ローマ教皇を仲介者として、勝手に世界を二分することを決定しました。現地の住民とは何の関係もなく、ヨーロッパのキリスト教徒が世界の分割を決めたのですから、こんな身勝手なことはありません。

　ともあれ、このときヨーロッパ人のあいだでは、ほぼこんにちの西半球、つまり南北アメリカ[image: ──]まだ、その地理はほとんどわかっていませんでしたが[image: ──]などはスペインのもの、アフリカやアジアの大半は、ポルトガル領ということにされました。このとき決められた境界線は、「教皇分界線」とよばれていますが、地球が球状であることがようやく認識されはじめたばかりの時代ですから、それがアジア側ではどのあたりを通るのかもはっきりしませんでした。

　ただ、翌年の一四九四年には、早くもポルトガルがこの協定に異議を唱え、あらためてトルデシリャス条約がスペインとのあいだに結ばれ、西半球の境界が少しずらされました。その結果、中南米でもブラジルだけはポルトガル領ということになりました。

　こうして、ポルトガルは、アジアのほか、アフリカ西海岸とブラジルを植民地としてもつことになったのです。のちにポルトガルが、大西洋をこえて行なわれた悪名高い奴隷貿易の中心になったのは、このような事情からです。いまでも、ほとんどがスペイン語を話している南アメリカ諸国のなかで、ブラジルだけがポルトガル語を公用語としているのも、同じ事情からです。他方、スペイン人は、アメリカ各地に広大な植民地をもちましたが、アフリカに拠点がなく、奴隷はポルトガル人やイギリス人、フランス人などから買うしかなかったのです。

　ところで、すでにふれたように、砂糖きびは「旅をする」運命をになった植物でもありました。砂糖の生産には、その生産地をつぎつぎと移していかなければならない理由が二つあったのです。つまり、砂糖きびの栽培には、膨大な人数の、命令の行き届きやすい労働力が必要だということと、それが地ち　味み　、つまり土地の植物を育てる能力を急速に失わせる作物であったということです。この二つの条件から、砂糖きび栽培は、早くから奴隷のような強制労働を使い、プランテーションのかたちをとる大規模な経営がとられ、新しい土地と労働力を求めて、つぎつぎと移動していったのです。

　地中海に入ったころから、砂糖きび栽培が奴隷制度と結びついていたことは、すでにふれましたが、アメリカに移されてからは、いっきょにその傾向が強まりました。「砂糖のあるところに、奴隷あり」とは、のちにトリニダード・トバゴのイギリスからの独立運動を指導し、亡くなるまでこの国の首相の地位にあった黒人の偉大な歴史家エリック・ウィリアムズの言葉です。トリニダード・トバゴというのは、カリブ海の最南端に位置する国ですが、この国もまた御多分にもれず、かつてイギリス植民地だった時代には、一面の砂糖プランテーションとなっていたのでした。

　砂糖きびの栽培は、中南米に到達してからあとも、その中心がつぎつぎと移動していきました。すなわち、スペイン領のカリブ海のいくつかの島でつくられはじめた砂糖きびは、やがてブラジルに移され、そこで大規模に栽培されるようになりました。一六世紀をつうじて世界の砂糖生産の中心は、ブラジルでした。労働力としての奴隷をアフリカで獲得できたポルトガルは、砂糖プランテーションをつくることが容易だったからです。

　アジアに進出したポルトガル人が、日本にも砂糖を使ったお菓子のたぐいを、たくさんもたらしたことは知っているでしょう。たとえば、角のたくさん突き出たパチンコ玉のような「金コン米ペイ糖トー」は、ポルトガル語からきた言葉だといわれています。カステラにもむろん砂糖が使われています。

カリブ海時代のはじまり

　しかし、一七世紀に入ると、そこからさらに、世界をまたにかけて活躍しはじめたオランダ人が媒介して、砂糖きびはイギリス領やフランス領のカリブ海の島々に移されました。前者のバルバドス島や、後者のマルチニク島はその典型でした。本当の意味で砂糖が「世界商品」になっていったのは、このころからのことなのです。

　それにしてもなぜ、オランダ人が媒介者になったのでしょうか。

　こんにちのオランダ、ベルギー、ルクセンブルクにあたるネーデルランドは、もともとカトリックのキリスト教の強力なうしろ楯となっていたスペインの支配下にありましたが、ウィレム沈黙公をリーダーとして、一六世紀後半に独立運動を開始し、一五八一年には独立を宣言しました。一七世紀のはじめには、北部の七州が、事実上独立に成功しました。これが、ほぼこんにちのオランダにあたります。

　しかし、南部のいまのベルギーにあたる地域は、独立に失敗し、カトリックのスペインの支配がつづきました。このため、南部にあったアントウェルペンの町や港は急速に衰え、多くのプロテスタントの商人たちが北部のアムステルダムに逃亡し、アムステルダムがたちまち世界経済の中心となりました。

　アムステルダムを拠点としたオランダ人は、世界の貿易ルートをおさえ、日本にもしきりにやってきたことは、よく知られているはずです。最初にやってきたポルトガル人などに代わって、彼らは長崎の出島に商館をもち、江戸時代を通じて日本と貿易をしました。鎖国をしていた日本にとっては、オランダ人がヨーロッパの文化を伝える唯一の窓となっていました。彼らオランダ人は、アジアでは香料の産地として知られていた、いまのインドネシア各地に進出し、さらに北アメリカにも植民地をつくるようになりました。アメリカ合衆国のニューヨークは、もともとオランダ人がつくったニューアムステルダム市が、その起源です。

　とくにインドネシアでは、彼らはジャワのバンタムに拠点をおき、香料や日本の金など、アジアの富をかき集めて、世界の商業権をおさえるようになったといわれています。そういうわけで、ポルトガル領であったブラジルにおいてさえ、そこでの砂糖プランテーションの多くが、事実上は、資金の豊かなオランダ人商人の手にわたっていた、ともいわれているのです。






海賊の海、カリブ海

　ところで、砂糖が入ってくる以前のカリブ海とは、どんな場所だったのでしょうか。

　一七世紀後半以後、世界の砂糖生産の中心となるジャマイカの場合はこんな具合でした。もともとスペイン領であったこの島は、大きさこそ、カリブ海では大きいほうでしたが、先住民であったカリベ族[image: ──]アメリカの先住民はスペイン語で「インディオ」とか、英語で「インディアン」とかいうこともありますが、これはいずれも「インド人」という意味で、コロンブスの時代のヨーロッパ人が、この土地をインドと勘違いしたことからきています[image: ──]が、スペイン人の持ち込んだ病気や、苛か　酷こくな取扱いでほとんど死滅させられ、あとに残ったのは、たんなる岩山だらけの島で、メキシコやペルーから護衛つきの船団を組んでスペインに向かう銀船隊を襲う、無法者の海賊の住みかとなっていました。

　一六、一七世紀という時代は、世界的に海賊の活躍した時代でした。わが国にかんしても、倭わ　寇こうとよばれる海賊が、中国の各地を荒らした時代でもありますが、ヨーロッパ各国の政府も、自国の船舶に特許状を与えて、積極的に敵国の船を襲わせるという「公認」の海賊行為[image: ──]「私し　拿だ　捕ほ　」というのですが[image: ──]をさかんに展開していました。とくにイギリスの私拿捕業者は、スペイン人には恐れられ、有名なドレイクの名前は、それを聞いただけで、「赤ちゃんも泣きやむ」といわれたほどです。むろん、しだいに無国籍者のようになっていった海賊も少なくはなく、カリブ海では彼らはバッカニアとよばれるようになりました。バッカニアのなかには、荒くれ男にまじって女性も何人かいたことがわかっています。

　いうまでもないことですが、当時、世界でもっとも巨大な富を積み込んでいた船がスペインの銀船隊でしたから、それは、海賊たちの格好の目標でした。ジャマイカは、こうした公認・非公認のさまざまな海賊たちの隠れ家となっていました。この島が、スペインのカディスの港に帰る銀船隊の、ちょうど通り道にあたっていたからです。

　ところで、イギリスで国王を処刑して、プロテスタントの強力な政府を樹立(ピューリタン革命)したオリヴァー・クロムウェルが、一六五五年、この島に軍隊を派遣し、占領してしまいました。カトリックの守護者となっていたスペイン王室に、ひと泡ふかせることが目的だったのでしょう。イギリス政府は、のちにはこの島の副総督として、バッカニアあがりのヘンリ・モーガンを任命するようなことまでしました。




　カリブ海でも、ジャマイカ以外の島では、はじめのうちは、むしろ金や銀をさがすことが主な目的となっていました。ヨーロッパからきた白人によって農業のようなことが少し行なわれた場合もありますが、こうした白人は、ほとんどがヨーロッパで借金などのために生活ができなくなり、アメリカで一ひと旗はた揚あ　げようとした人びとでしたから、もし財産が得られれば、本国に帰ってしまうような人びとでした。この島々に教会や学校を建て、水道や道路をつくり、商店街や病院や警察や消防署を設けて、みんなが豊かに暮らせるようにしようというような気持ちは、まったくもっていませんでした。クロムウェルに敵対したために、バルバドス島やジャマイカ島に「島流し」になった人びともいましたが、そのような人びとも、本国に帰ることしか考えてはいませんでした。

　「砂糖革命」

　しかし、宝探しと鉱山開発の場となるばかりで、製造業はもとより、農業や漁業のような生産活動もあまりなかったカリブ海の島々は、一七世紀のうちに、砂糖きび栽培がひろがると、状況が一変しました。これらの島では、その風景からして、まったく変わってしまったのです。原生林と岩山の島々には、広大なプランテーションが開発され、一面の砂糖きび畑となりました。

　プランテーション社会は、ほかの作物をほとんどつくらず、ただ、商品としてヨーロッパを中心とする世界市場に売れるもの[image: ──]たいていはたったひとつの作物[image: ──]だけをつくるのがふつうです。一七世紀のカリブ海の場合は、それが砂糖きびでした。

　このような経済や農業のあり方を、「モノカルチャー」といいます。砂糖生産ばかりになってしまったカリブ海をはじめ、のちには綿花の栽培一色になるアメリカ合衆国南部や、コーヒー豆の栽培ばかりを行なった南アメリカの国々、茶をつくらされたセイロン(いまのスリランカ)、ゴムの木ばかりになったインドネシアの一部などは、その典型です。南アフリカのようにダイヤモンドや金の鉱山開発だけになったところも、広い意味では「モノカルチャー」ということができます。

　いずれにせよ、カリブ海では、綿花なども少しはつくられましたが、現地の食糧さえ、北アメリカなどから輸入しながら、ひたすら砂糖きびをつくりつづけたのです。

　このように、農業がいっきょに変わり、そのために風景がすっかり変わった結果、これらの島々は、プランテーションにおおわれ、そこに住む人間の構成も大きく変わりました。すなわち、かつてはたくさん住んでいたカリベ族がほとんど消滅させられてしまい、それにかわってアフリカからつれてこられた黒人の奴隷が、人口のほとんどを占めるようになったのです。

　ここに一枚の地図があります。バルバドス島の地図なのですが、南側の海岸線にびっちり書きこまれている文字は、すべて砂糖プランテーションの名前です。つまり、砂糖きびの積み出しに都合のよい、この島の南側の海岸線は、完全に砂糖きびのプランテーションに埋め尽くされたわけです。この島を席巻した砂糖プランテーションの嵐のすごさがわかろうというものです。




　このような島で支配者となった白人たちは、ほんの少数でしたし、本当に豊かになったプランテーションの所有者(プランターといいます)は、本国へ帰ってしまい、それほど豊かでないほかの白人に監督をまかせるようにもなりました。ですから、カリブ海は、ほんの少数の白人監督たちと、大量の黒人奴隷の社会となったのです。

　黒人奴隷たちは、生まれ故郷のアフリカに残された家族や親戚、村の人びとから切り離され、カリブ海においてもふつうの意味での家族を構成することができませんでした。

　それでも彼らは、アフリカ各地からきた文化を受け継ぎ、限られた範囲ではあっても、自分たちの楽しみや文化をつくっていきました。こうして、音楽をはじめとするアフロ・カリビアンの文化が生まれました。ブードゥー教とよばれる宗教や、キューバ・スタイルの音楽などがその中心となりました。これに対して、支配者としてぜいたくに暮らした少数の白人たちは、現地生まれの代になると、クリオージョ(クレオール)とよばれましたが、ヴェランダなどのあるコロニアル・スタイルとよばれる独特の住居様式などをもつようになりました。

　こうして、カリブ海の島々は、遅かれ早かれ、その風景も、そこに住む人間の構成も、社会構造も、経済のあり方も、いずれもが、砂糖きびの導入とともに、つぎつぎと一変してしまったのです。ぱらぱらとしか人の住まなかった島でも、砂糖きびプランテーションが展開すると、何万人というアフリカからの黒人奴隷が住むようになりました。このようなひとつづきの変化を、歴史家は「砂糖革命」とよんでいます。早くは、イギリス領のバルバドス島やニーヴィス島がこの革命を経験し、一七世紀後半には、ジャマイカが大規模な「砂糖革命」に突入しました。

　このジャマイカが衰退しはじめた一八世紀末以降には、キューバでも同じようなことが起こりました。こんにち、こうしたカリブ海の島々はそのほとんどが、道路も、学校も、住宅も、人びとの生活水準そのものも劣悪な状況で、「開発途上国」といわれる状態にありますが、そのおおもとはこの「砂糖革命」にあったのです。白人のプランターたちは、ヨーロッパにプランテーションの利益をもち帰ることしか考えていなかったからです。

　一七八九年のフランス革命と、それにつづいたナポレオン戦争(一八〇〇─一八一四年、途中で一時的に講和が成立した時期もある)で、フランス本国が大混乱におちいったとき、カリブ海でキューバのつぎに大きい(こんにち、ハイチとドミニカ共和国が分け合っている)エスパニョラ島[image: ──]フランス人はサン・ドマング島とよびます[image: ──]で、黒人たちの反乱が起こり、一八〇四年、西半球で最初の黒人の独立国ハイチが成立しました。

　しかし、政治的に独立した国でも、本国との経済関係はあまり変わりませんでした。むしろ、植民地ではなくなったために、本国の商人などが、ここにプランテーションをもつことを危険と考えるようになると、経済はいっそう悪化していきました。

プランテーションとは何か

　ひたすら世界の市場で売れる「世界商品」となるべき農産物だけを生産する「モノカルチャー」のかたちの農業が展開し、プランテーションがひろがると、生産物が砂糖ではなくても、同じような風景や社会のあり方、人口密度などの激変が、アジアやアフリカやアメリカのどこにおいても起こりました。プランテーションは、地域のイメージをすっかり変え、その結果、プランテーションのひろがった地域のほとんどは、現在に至るまで「開発途上国」として知られているのです。プランテーションが、社会や経済の発展を押しまげ、片寄らせてしまったためだと思われます。

　では、プランテーションとは、いったいどんなものだったのでしょうか。とくにカリブ海に展開した砂糖プランテーションには、どんな特徴があったのでしょうか。

　手元の国語辞典で「プランテーション」の項をみると、たとえば「熱帯・亜熱帯地域の植民地で先住民や黒人奴隷の安価な労働力を使って砂糖・タバコ[image: ……]などの商品作物を栽培する大農場」と書かれています。

　じっさいには、歴史学者はもう少し広い意味で、たとえば、それが植民地ではなくても、また農場ばかりか、鉱山についても、この言葉を使うことがありますが、大事な点は、大量の、安い、しばしば奴隷のような強制的に働かされる労働者を用いて、「世界市場」向けに大量生産を行なっている点です。カリブ海の砂糖生産は、まさにこの条件にぴったりです。

　しかし、砂糖プランテーションは、たんに農業経営を行なっただけではありません。砂糖きびは、取り入れてからいかに短時間にそれを砕き、原液となるジュースを絞り出すかが勝負で、そのタイミングによって収穫量は大きくちがっていました。ですから、砂糖プランテーションにはかならず、砂糖きびを砕いて、絞るための作業場がついていました。しかも、その工程にはたいへんな力を必要としましたので、はじめからある程度の道具や機械と、畜力や風力のような動力が用いられました。つまり、砂糖プランテーションは、たんなる農場ではなく、かならずかんたんな工場のようなものをも伴っていたのです。














　そうした施設は、はじめは、スペイン語で「トラピチェ」とか「インヘニオ」などとよばれる、畜力によってジュースを絞り出す作業場が中心でしたが、やがて「セントラール」(集中工場)とよばれる大規模な工場に発展しました。それでも奴隷たちが、[image: 灼]しゃく熱ねつの土地で激しい労働につかされたことには、変わりがありませんが。




　砂糖プランテーションは、砂糖きびの植え付けや刈り入れに集団労働を必要とし、また取り入れや、取り入れた砂糖きびの運搬を、できるだけ短時間で済ます必要から、そこでは遅刻などせず、時間を正確に守って働く集団が必要でした。集団で働くことも、時間を正確に守るということも、じつは、この時代のヨーロッパの職人たちには、たいへんむずかしいことでした。この時代のヨーロッパの職人たちは、なお、週末には飲んだくれ、月曜日は二日酔いで仕事をさぼるというようなことが、当然のように認められていました。「聖月曜日セント・マンデイ」といわれる慣習がそれです。

　しかし、そんなことでは、機械を使っている工場は経営できないので、少しのちの産業革命時代になって、工場制度が普及しはじめると、イギリスの経営者たちは「時はカネなり」などというスローガンをかかげて、労働者に時間を守らせようと苦心したほどです。このように考えると、砂糖プランテーションでは、イギリス国内よりも早く工場労働が成立したのだ、とさえいえるかもしれません。

　そういえば、プランテーションには、蒸気機関車もはやくから取り入れられました。農場から港まで、砂糖きびをいちはやく輸送するためのもので、むろん人間の乗客を運ぶものではありませんが。なにしろプランテーションは、何よりも「世界商品」をつくりだして、プランターにとって利益をあげるためにあるわけで、そこではすべての人、すべての施設が、ただこの目的のためにのみあったのです。

　プランテーションには、むろんプランターの邸宅と、奴隷たちの貧しい住まいとがありました。奴隷たちは、いちおうはキリスト教に改宗させられてもいましたが、彼らがアフリカでもっていた信仰と入り交じったブードゥー教などとよばれるカリブ海に特有の宗教も広がり、いまも信仰されています。中南米の大陸部ほど多くはありませんでしたが、逃亡した奴隷たち[image: ──]シマローネスとよばれました[image: ──]が自分たちだけの集団で生活しているようなこともあり、そういうところでは特有の文化も育はぐくまれていきました。

　プランテーションで絞り出されたジュースは、煮詰められて、精製され、茶色の原糖になります。だいたいは、この状態でヨーロッパに送られ、さらに精製して純白の砂糖にする工程は、イギリスでいえば、リヴァプールやブリストル、ロンドンなど、さらにはオランダのアムステルダム、フランスのナントなど、ヨーロッパの港町で行なわれることが多かったようです。これらの町の名士の住所録である「紳士録」には、精糖業者の名前が、奴隷や砂糖の商人とならぶ大金持ちとして登場するのがふつうです。というより、砂糖や奴隷を扱っていた大商人たちが、みずから砂糖の精製工場をもつことのほうが、ふつうだったのでしょう。

　「中間航路」の恐怖[image: ──]奴隷貿易

　ところで、プランテーションで働かされた奴隷たちは、どのようにしてカリブ海につれてこられたのでしょうか。

　奴隷狩りによってアフリカからつれ去られ、カリブ海の砂糖植民地や北アメリカでの奴隷生活を経験したのち、イギリスで自叙伝を書いた黒人にエキアノという人がいました。文学的な観点から、事実をまげているところや大げさになっているところもあるでしょうが、それにしても、とても興味深い自叙伝です。しばらくは、この自叙伝などを参考に、アフリカ人奴隷の運命をたどってみましょう。

　一七四五年に、現在のアフリカはナイジェリアで生まれ、それなりに平和な子ども時代をすごしていたエキアノは、一〇歳前後で、ヨーロッパ人から与えられた鉄砲をもつ沿岸部の黒人王国の人びとによって、「奴隷狩り」の対象とされました。エキアノは、このときの経験を「気の遠くなるような恐ろしい光景」であったと回顧しています。しかし、家族から切り離され、カリブ海の砂糖植民地に送られたエキアノのような奴隷にとって、もっとも悲惨な体験は、アフリカから大西洋をこえて、ジャマイカやバルバドスに運ばれるときの、航海そのものでした。「中間航路」とよばれたこの航海では、奴隷商人たちは可能なかぎりぎっしりと奴隷を積み込み、飲み水も十分には用意しなかったので、航海の途中で脱水症状を起こしたり、伝染病にかかったりして亡くなる奴隷があとを断ちませんでした。アフリカ大陸がみえなくなると、不安のため、海に飛び込んで自殺してしまう奴隷も少なくなかったといわれています。




　カリブ海についた奴隷たちは、せり市にかけられ、ばらばらにプランターのもとに売られていきました。しかし、そこでもまた、アフリカにはなかった新しい病気があり、新しい気候条件や生活環境が待っていました。苛酷な労働が待っていたことは、いうまでもありません。せっかくカリブ海の島の浜辺までたどりついた奴隷のうち、数十パーセントの者が、こうして「現地慣れ」(英語では「シーズニング」といいます)の期間に亡くなってしまったのです。

　一六世紀から一九世紀にかけて、ヨーロッパ人が大西洋をこえて、カリブ海やブラジル、アメリカ合衆国の南部などに運んだ黒人奴隷は、最低でも一〇〇〇万人以上と推計されています。なかでも、ポルトガル人とイギリス人、フランス人がこの非人道的な商業を熱心に展開したのです。






三角貿易[image: ──]ヨーロッパとアフリカとカリブ海

　ヨーロッパ人は、「世界商品」となった砂糖が目的で、大金を投じてカリブ海にプランテーションをつくりました。そのプランテーションで働かせる労働力として、アフリカ人の奴隷を猛烈な勢いで導入しました。ですから、奴隷貿易と砂糖の輸入貿易とは、はじめから結びついていたのです。

　たとえば、イギリスのリヴァプールを出発した奴隷貿易船は、奴隷と交換するために、アフリカの黒人王国が求める鉄砲やガラス玉、綿織物などをもっていきました。それらを西アフリカで、奴隷と交換したわけです。ついで、獲得した奴隷を悲劇の「中間航路」にそって輸送し、南北アメリカやカリブ海域で売り、砂糖(まれに綿花)を獲得して、母港リヴァプールに帰るのでした。この間、二か月以上の航海でしたが、このひとつづきの貿易を、歴史家はしばしば「三角貿易」とよんできました。

　いわば奴隷貿易を中心とする三角貿易によって、アフリカ・ヨーロッパ・アメリカの三大陸は、はじめて本格的に結びつけられたのです。

　三角貿易によってヨーロッパは、莫ばく大だいな利益を実現し、港町と商人の経済が急速に発展しました。そのなかでもとくに重要であった奴隷貿易や砂糖輸入では、利益が大きかったといえます。奴隷貿易は、奴隷の反乱や伝染病のため、失敗することもありましたが、成功すると元手の二倍になるほどの[image: 儲]もうけが得られたといわれています。






　また、砂糖商人の多くは、イギリスに住み着いて、イギリスの上流階級、いわゆるジェントルマン階級の人間として、暮らすようにさえなりました。産業革命がまずイギリスに起こったのも、奴隷や砂糖の商人たちの富の力によるのだ、と主張する意見もあるくらいです。彼らは、ひところ、仲間の国会議員を四〇人以上抱えていたといわれています。ですから、イギリスの政治は、ほとんど彼らの思うように動かせたのです。

　砂糖で大金持ちになった商人やプランターのなかには、ときの国王をしのぐほど、ぜいたくな生活をした者もいました。ジョージ三世といえば、一八世紀後半、王権の強化をはかって一時代をつくりあげた人物ですが、道ですれちがった大金持ちの砂糖プランターの馬車をみて、コンプレックスをいだき、国王の馬車に同乗していた首相ピットに、「ピットよ。関税はどうなっているのだ、関税は！」と問いただしたという、有名なエピソードもあります。

　何度もロンドン市長をつとめたプランター出身の家系もあれば、イギリスの西部に貴族以上の大所領を築いた者もいたのです。また、三角貿易で得られた綿花は、やがてリヴァプールにごく近いマンチェスターで綿織物に織られることになり、産業革命のきっかけとなりました。




　フランスでも、同じように奴隷貿易が、ナントやボルドーなどの町に、富と繁栄をもたらしました。

　しかし、三角貿易は、アフリカに対しては、悲惨な影響をもたらしました。働きざかりの青年を中心にこれほど多数の人びとがつれ去られたのですから、アフリカ社会は、発展の力をまったく削そ　がれてしまいました。狩りだされ、奴隷とされた人びとの苦痛や、その家族や友人の悲しみはいうまでもありません。ベニン王国のように、沿岸の黒人王国のなかには、奴隷狩りを職業とし、それをヨーロッパ人に売って利益を得ている国もありましたが、このような商売をしているかぎり、本当の意味での経済発展もありえませんでした。アフリカの国々が、現在に至るまで「開発途上」の状態にある歴史的理由のひとつが、ここにあります。

　こうして、絶滅させられたカリベ族や、アフリカからつれてこられた黒人奴隷たちの汗と血と涙をもって、砂糖はつくられ、ヨーロッパ世界に、だれにも好まれる「世界商品」のひとつとして輸出されたのです。






熱冷ましの砂糖

　一六世紀にはブラジルで、一七世紀に入るとイギリス領やフランス領のカリブ海の島々で「砂糖革命」が起こったことは、すでにみました。その結果、とくに一七世紀後半からは、それまでは想像もつかなかったほど大量の砂糖が、ヨーロッパに持ち込まれることになりました。そうなると当然、砂糖を消費することの意味も、急速に変わっていきました。

　しかし、それ以前の一六世紀くらいまでは、じっさい、砂糖はなおヨーロッパでは、食品というよりは、「薬品」として用いられていたのでした。そうでなければ、せいぜい権力者や富裕な人びとが、自分の権勢や財産をみせびらかすためのシンボルとして使われていたのです。

　ある研究者によると、砂糖には、一般に五種類の用法があったことになっています。具体的にいうと、薬品、装飾品(デコレーション)、香料、甘味料、保存料の五つの用法というわけです。このうち最初の二つの用法は、明らかに、まだ砂糖が貴重品であった時代に合った使い方です。

　砂糖をほとんど万能の薬品とする考え方は、アラビアから主に十字軍によってもたらされたと思われますが、多くの人びとが慢性的に栄養不良の状態にあった時代ですから、カロリーの高い砂糖は、どんな場合にも、即効性のある薬品となりえたのかもしれません。アラビアでは、すでに一一世紀の偉大な医学者アヴィセンナ(イブン・スィーナー)が「砂糖菓子こそは、万能薬である」と断言していましたが、この人物が著した医学書は、少なくとも一七世紀までは、ヨーロッパの薬学の世界でも最高の権威とされたものでした。

　一二世紀のビザンティン帝国の皇帝に仕えた医師も、「熱冷まし」としてバラの花の砂糖漬けを処方していますが、このバラの花の砂糖漬けは、ずっとのちまで西ヨーロッパでも、とくに結核の熱に対する解げ　熱ねつ剤ざいとして重ちょう宝ほうされました。もっとも、バラの花に限らず、食品を「砂糖漬け」にすること自体は、砂糖をもうひとつの用法である「保存料」として用いていることにもなるのでしょうが。

　一般に、中世といわれる一五世紀ごろまでの時期には、ヨーロッパの医学の中心はイタリアにあり、とくにサレルノの医学校はよく知られていました。そこで用いられた医学書によれば、砂糖は「熱病、咳せき、胸の病気、唇のあれ、胃病などに効果がある」とされています。

　一四、一五世紀には、ヨーロッパ全域に、当時「黒こく死し　病びよう」として恐れられたペストが大流行しました。予防策もなければ、適切な治療方法もみつかりませんでしたから、「黒死病」は、人口の三人に一人が亡くなってしまうほどの猛威をふるったのです。これには、人びとはただ逃げ出すか、自宅に閉じこもるか、せいぜい杉の葉っぱをくすべて、自宅をいぶすことで「消毒」するようなことしか対策がなかったのですが、このペストに対しても砂糖は有効だと考えられていました。

　医学者たちは、アラビア仕込みの医学理論を振り回して説明しましたが、一般の人びとにとっては、そんな理屈はなくても、なにしろ砂糖はあんなに白くて、あんなに甘くて、あんなに高価なものだから、効かないわけがないと思われていたのです。近世、つまり一六世紀以降のヨーロッパでは、もはや手のほどこしようもない絶望的な状態を示すのに、「砂糖を切らした薬屋のような」という表現が使われたといいます。砂糖はそれほど、医薬品としてなくてはならない存在となったのです。

神学上の砂糖

　このように、薬品として重宝された砂糖については、一二世紀イタリアの大神学者で『神学大全』という本を著したトマス・アクィナスが立役者となった、奇妙な論争も起こりました。キリスト教で決められている断食の日に、砂糖を口にすることは、戒律違反になるのかどうか、という論争がそれでした。アクィナス大先生の結論は、要するに砂糖は食品ではなく、消化促進などのための薬品であるから、たとえ「くすり」である砂糖を飲んでも、断食を破ったことにはならない、というものでした。

　じつは、トマス・アクィナスがこのような結論を出したことが、のちに砂糖が大量に供給されるようになって、明らかに「食品」になっていく過程で、たいへん役に立ちました。というのは、一六、一七世紀以降、いろいろな新しい食品類がヨーロッパ以外の世界からヨーロッパに大量に持ち込まれ、「世界商品」になりました。砂糖はその筆頭ですが、ほかにも茶、コーヒー、チョコレート、ジャガイモ、トウモロコシ、米、タバコ、トマト、トウガラシ、アスパラガス、ピーナッツなど数えきれないほどの目新しい食品がありました。食品以外でも、綿織物や絹織物、染料のインディゴ(藍あい)やコチニール(赤い染料)など、いろいろなものが入ってきて、ヨーロッパ人、とくにイギリス人の生活を一変させてしまうのです。

　このような変化を、「イギリス生活革命」とよびたいと思いますが、「生活革命」をひき起こした、こうした「新しい食品」は、たいてい「くすり」だといわれました。しかし、そのいっぽうでは、しばしば宗教的・道徳的には、これらを口にすることは「悪」だとして批判されました。ただし砂糖だけは、一大権威者であったアクィナス先生のお墨付きがあったので、お金さえあれば、これをどんなに口にしても、「堕落」などとはいわれなくてすんだのです。

　こうして、一六世紀ヨーロッパのある医学書では、砂糖が虫歯をつくりやすいことだけは認めているものの、胸、肺、のどの病気には効果があり、「粉状にすると眼にも効くし、気化させれば風邪一般に効く。[image: ……]老人の強壮剤にもなる」として、砂糖には万能薬の地位を与えています。このような考え方はその後もずっとのちまでつづきました。考えてみると、日本人のあいだでも、お婆さんやお母さんがやってくれた風邪や下痢の民間治療には、梅干しやネギなどを使ったもののほか、砂糖を使ったものが多かったように思いますので、こうした考え方にも正しいところもあったのでしょう。

　それはともかく、砂糖といえども、摂取しすぎると、じっさいには、からだによくないのではないかとみられるようになったのは、せいぜい一八世紀以降のことでしかありませんでした。一八世紀には砂糖の功罪について大論争が起こりましたが、ウィリスというイギリスの医師が糖尿病を発見し、医学者のあいだでは、しだいに砂糖に批判的な意見もふえていきました。「砂糖と塩を多用すると、壊血病の原因になりうる。これはカリブ海の［砂糖植民地の］人たちによくみられることであり、砂糖を扱っているイギリスの食料品店の子供にも多い」ともいわれるようになりました。

　しかし、それでもなお、一般の民衆は栄養の不足に悩まされているのがふつうでしたから、薬品としては疑問をいだく人がふえても、「食品」としての砂糖はどんどん普及していくのでした。

権威のシンボル[image: ──]デコレーション

　こんにちでは想像しにくいことですが、「食品」となる以前の砂糖の使われ方としては、「薬品」とともに、「デコレーション」の素材としての用法が重要でした。純白の砂糖は、その色のみからしても十分神秘的なものでしたが、いいようもなく甘く、またべらぼうに値段が高いということで、これを大量に使って飾り物をつくれる人は、よほどの金持ちか権力者であることを示していました。中世いらい、ヨーロッパの国王や貴族たちが、競ってパーティー用のデコレーションを砂糖でつくるようになったのも当然でした。この習慣の最後の名残りが、日本でも結婚式に登場するウェディング・ケーキだともいわれていることは、前にものべました。

　かつて王侯貴族がつくらせた砂糖菓子のデコレーションには、手のこんだものが多く、大がかりだったようです。このような砂糖で飾り物をつくる習慣も、イスラム世界からきたもののようで、一一世紀にエジプトのスルタンは、七万キログラムもの砂糖を使って、祭壇に砂糖で実物大の樹木をつくっていたという報告もあります。砂糖製のモスク(イスラム教の寺院)がつくられ、祭礼の終わりにはそれを壊して貧民に分け与えたという、別の報告もあるようです。




　ヨーロッパでは、王侯貴族の宴会に、こうした砂糖デコレーションが登場するようになりました。かつてヨーロッパの貴族たちの宴会では、一人一人に料理が給仕されるのではなく、いまの中華料理のように大きな皿に料理が出され、各自がこれをとって食べていたのです。こうした大皿の料理が、いくつかまとまって「コース」とよばれていましたが、ひとつの宴会でも、こうした「コース」がいくつかあるのが、ふつうでした。「デコレーション」は、たいていこうした各コースの終わりに、出されました。お城、塔、馬、熊、騎士などが砂糖でつくられ、そのうちにそれにメッセージがつけられ、全体がひとつの物語になるような複雑なものもできていきました。塔から大砲の玉が飛び出すものや、蛙かえるが池に飛び込むなどという「仕掛け」のあるものも多くなって、宴会の客を楽しませたようです。多数の軍艦が登場する海戦場面の復元などというものもあったようです。

　とはいえ、砂糖はたいへん高価でしたから、最後には人びとがそれを壊して食べるようになっていました。

茶と砂糖のランデヴー

　しかし、ヨーロッパ人、とくにイギリス人が砂糖を大量に消費するようになったのは、「薬品」や飾り物としてではありません。そのような用法は、むしろ砂糖が貴重品で、庶民には手の出ないぜいたく品であったからこそ、意味があったのです。

　砂糖がいっきょにひろく使われるようになったのは、一七世紀以降のことでしたが、とくにそれは、これもまた一七、一八世紀にヨーロッパ以外の世界からもたらされた、紅茶やコーヒーの普及と関係していました。アジアの東の端で採れた茶と、西の端のカリブ海の砂糖が、イギリスで出会ったことがすべての始まりだったのです。とすれば、茶と砂糖はどうしてランデヴー(出会い)することになったのでしょう。

　まずはじめに、紅茶といえば、イギリスのものと考えるのがふつうですが、いまに至るまで、イギリスはおろか、ヨーロッパではどこでも、茶の木の栽培はできません。茶はもともと中国のもので、ずっとのちまでヨーロッパ人には、その正体すらよくわからない[image: 謎]なぞの植物だったことを知っておいてください。






　日本では、関ヶ原の合戦が戦われた一六〇〇(慶長五)年、イギリス東インド会社が設立され、イギリスのアジアとの貿易や外交の権利を一手に握るようになりました。もう少し厳密にいうと、南アフリカのケイプタウンから南アメリカのマゼラン海峡までの、アジア・アフリカ各地[image: ──]オーストラリアやニュージーランドは知られていませんでした[image: ──]が、この会社の特権地域と定められたのです。一八世紀の末から、このイギリス東インド会社などがやっきになって調査した結果、ようやく茶の樹木が確認され、その後、最終的にはセイロン(いまのスリランカ)をはじめとする、アジアのイギリス領植民地に移植され、それぞれの土地でプランテーションのかたちをとるようになります。しかし、それはずっとのちの話で、当面のあいだは東インド会社が中国から輸入していました。

　いずれにせよ、砂糖の消費は、この東インド会社が輸入する茶の消費と深く結びついて展開しました。お茶を飲む習慣がひろがると、コップやスプーンなど「お茶にまつわるさまざまなもの」[image: ──]英語では「ティー・コンプレクス」といいます[image: ──]が必要になり、それぞれに立派なものが、つくられるようになりました。たとえば、もともとは中国や日本の陶磁器をまねたものだったのですが、ウェッジウッドの焼き物などは、いまもたいへんよく知られています。

　こうした「お茶にまつわるさまざまなもの」のなかでも、砂糖は、圧倒的に重要なものとなりました。ですから、反対に、一七世紀以降の劇的な砂糖消費の展開を語るには、イギリスで紅茶を飲む習慣がどのように成立し、どのようにひろがっていったのかを、みなければなりません。

健忘症の薬、紅茶

　ヨーロッパで最初にお茶を飲みはじめたのは、日本や中国に進出してきたポルトガル人でした。そしてイタリア人のマテオ・リッチら、中国にきたカトリックのイエズス会の宣教師たちが、情報をもたらし、王室などの上流階級で流行したといわれています。

　茶は、紅茶も緑茶ももとの葉っぱは同じで、加工の工程で醱はつ酵こうさせると紅茶になるのですが、ポルトガル人の飲んでいたものは、緑茶であろうと思われます。たとえば、一七世紀中ごろに北京にきたオランダ東インド会社の社員は、「日本人は茶の葉を粉にして、茶わんのなかで熱湯とともにかきまぜ、これを飲み干すが、中国人は葉をポットに入れ、やがて湯だけを取り出して飲み、葉っぱは口にいれない」と報告しています。つまり、日本の茶としているのは抹まつ茶ちやのことのようです。

　ヨーロッパ人、とくにイギリス人がいつからこのような緑茶より、紅茶を飲むようになったのかは、いまひとつはっきりしていません。東インド会社の船がアフリカ南端に向かってインド洋を航行中に、船せん倉そうで醱酵してしまったのがはじまりだという説もありますが、とうてい信じられません。

　いずれにせよ、茶の場合も砂糖と同じで、一七世紀のはじめごろまでは、薬屋で売られており、風邪や健けん忘ぼう症しよう、壊血病、頭痛、胆たん石せきなど多くの病気に効く特効薬と考えられていました。一七世紀の中ごろに有名な日記を遺のこしたサミュエル・ピープスという人物は、イギリス海軍省の高級役人でした。彼は、役所では「息抜き」としてお茶を飲んだ記録を残していますが、同時に、自宅で妻が風邪薬としてお茶を入れたことをも記録しています。つまり、茶もまた、このころまではひどく高価なもので、わずか一〇〇グラムが当時のふつうの職人の日当の何十倍にもあたるようなものでした。

お茶の飲み方のいろいろ

　一六五八年には、イギリスで最初の茶の広告が現れました。「中国人が茶とよび、ほかの国の人びとがテイとかティーなどとよんでいる、かのすばらしい、あらゆる医師の推奨する中国の飲み物が、ロンドンは王立取引所近くのコーヒー・ハウス「スルタンの妃の首」売り出される」というのです。コーヒー・ハウスとは、ロンドンをはじめとするイギリスの都市で、一七世紀後半から約一〇〇年あまりのあいだ劇的な流行をみせた、上流の市民や地主として豊かな生活を送っていた「貴族」や「ジェントルマン」の社交の場ですが、紅茶はこのコーヒー・ハウスで売られ、そこから普及していったのです。

　したがって、紅茶が「くすり」ではなく、人びとの社交を円滑にする「飲み物」となったのはこのころからと思われますが、そこでも二つのことに気をつけておく必要があります。ひとつは、なお、紅茶も砂糖と同じく、一般の人びとにはあまりにも高価で、上流の市民や貴族をふくむジェントルマン階級の人びとのものでしかなかったということです。それが、一般的な「国民的飲料」となるには、さらに一五〇年くらいの歳月が必要だったのです。しかし、それ以上に重要なこととして、このころ、それもたぶん、コーヒー・ハウスで、紅茶に砂糖が入れられるようになったということです。

　先に中国人と日本人のお茶の飲み方を紹介したオランダ東インド会社の社員も、砂糖を使うような話はしていませんから、お茶に砂糖を入れたのは、イスラム教徒かイギリス人だと思われますが、少なくとも、そういうやり方が一般化したのは、イギリスにおいてであっただろうと思われます。こんにち私たちが知っているような砂糖入り紅茶は、たしかにイギリスで誕生したということになりましょう。ロシア人もサモワールとよばれる器具でお茶をたて、ジャムを使ったりはしますが、ロシアには砂糖はほとんどありませんでしたから、こんにちの紅茶の飲み方がロシア起源であるはずはありません。

なぜ紅茶に砂糖か[image: ──]「ステイタス・シンボルにステイタス・シンボル」

　それでは、イギリス人は、なぜお茶に砂糖を入れるという、とんでもないことを考えたのでしょうか。

　はじめの理由は、こうだったはずです。まだシェイクスピアが生きていた一七世紀のはじめごろであれば、砂糖も茶も薬屋で扱われる貴重な「薬品」でありました。したがって、病気でもないのにそんなものを用いるのは、貴族やジェントルマンといった高貴な身分のあかしのためか、大金持ちの貿易商人などが、みえをはってのことでしかありませんでした。つまり、茶や砂糖は、「ステイタス・シンボル」だったのです。

　とくに、このころからだんだん豊かになってきた商人たちは、自分たちの財力を誇るために、ぜいたくをほしいままにしましたから、その上の社会層にあたる貴族やジェントルマンたちは、それ以上にぜいたくな生活をしてみせなければ、体面が保つことができなかったのです。このような派手な消費生活の競争は、邸宅の建て替えやファッションの面ではなはだしかったのですが、一七世紀のはじめに、ジェイムズ一世が身分によって消費生活を規制する法律を全廃してしまうと、ますます競争が激しくなりました。

　しかもこの時代には、アントウェルペンなどの国際的な市場から、アジアやアメリカ、アフリカなどの珍しい商品が輸入されはじめましたから、貴族やジェントルマン、豊かな商人たちは、競ってこうした「舶来品」を使っていたのです。外国からきたもの、とくにアジアやアメリカからきたものは、高価だっただけに、何でも「ステイタス・シンボル」になりやすかったのです。タバコでさえ、はじめは上流階級のしるしとして利用されたくらいです。なかでも、茶や砂糖はその典型でした。

　ですから、紅茶に砂糖を入れれば二重の効果が期待できるわけで、これはもう文句なしの「ステイタス・シンボル」になったはずなのです。じっさい、一七世紀のイギリスの料理では、ありとあらゆる種類の香料をふりかけるのが大流行となりましたが、これも、香料が同じ重さの銀と同じくらいの値段だといわれたからこそ、つまり「ステイタス・シンボル」であったからこそ、なのです。つまり、紅茶に砂糖を入れたのは、いまの日本でも、味がよくなるとはとうてい思えないのに、上等の日本酒に金きん箔ぱくを入れて飲む人がいたりするのに、多少似ているのかもしれません。

　先にもふれたように、イギリスでは、お茶を飲む習慣は、どこよりも王室からはじまりました。一七世紀中ごろのイギリスでは、オリヴァー・クロムウェルをリーダーとするピューリタンとよばれた人びとが革命を起こし、政権を握りました(ピューリタン革命)。その革命を逃れてフランスに亡命していた前国王の息子チャールズが、一六六〇年に帰国して国王チャールズ二世となりました(王政復古)。ところが、彼の妻となったキャサリンといえば、ポルトガル王室の出身で、インドのボンベイという島を、持参金としてイギリスにもたらしたことで知られています。しかも、お茶を飲む習慣も、彼女がイギリス王室にもちこんだものといわれています。アジアと関係が深かったポルトガルでは、すでに王室でお茶を飲む習慣があったといわれ、キャサリンはイギリスでも同じことをはじめたわけです。




　だから、イギリスでは、お茶を飲むことは、王室で行なわれている「上品な」習慣ということになり、とくに貴族やジェントルマン階級の女性たちに、もてはやされることになったのです。当時の貴族は、連日のようにパーティーをくり返していましたが、二次会になると男女が別々になるのがふつうで、男性たちが深酒を重ねて酔いつぶれるのに対して、女性たちは、お茶を飲みながらゴシップに花を咲かせるのが通例だったといわれています。

　いずれにせよ、ティー・パーティーは「上品な」ものということになりましたから、東インド会社も抜け目なく、毎年、新茶を王室に献上し、「王室御用達」の茶、王妃も貴族の夫人たちも飲んでいる茶、としてひろく宣伝に利用したといわれています。

　けっきょく、茶と砂糖という二つのステイタス・シンボルを重ねることで、砂糖入り紅茶は「非の打ち所のない」ステイタス・シンボルになったのです。

　「国民的飲料」への道

　しかし、砂糖入りの茶は、いつまでも貴族やジェントルマン、上流市民の独占物ではありませんでした。コーヒー・ハウスを中心に、一七世紀中ごろ以後、その消費はどんどんひろがり、たちまち中流の国民にまで普及していきました。さらに時間がたつと(主には、次章で紹介することですが)、やがてそれは民衆のあいだにまでひろがり、「国民的飲料」といわれるほどになっていきます。一九世紀になると、刑務所の囚人にも紅茶が出されるようになるのです。その結果、ついには、イギリスでは茶は葉っぱ一枚も採れないのに、私たち自身、紅茶といえばイギリスやイギリス人を思い浮かべるようになったのです。

　では、なぜ砂糖入り紅茶は、イギリスでそこまで普及したのでしょうか。

　ひとつの理由は、すでに上流階級の人びとのあいだでそれがひろがったのと同じ理由です。つまり、上流階級の人びとや金持ちだけでなく、イギリス人全体が、上流階級の物まねをしたがる国民だったからだ、といわれています。というより、士農工商の身分で、衣服や住居をはじめエチケットに至るまで、あらゆる面で生活が規制されていた江戸時代の日本などとはちがって、すでにみたとおり、イギリスではどんな身分の人にも、ぜいたくは法律では禁止されなくなっていました。というより、むしろぜいたくをできる者こそが上流階級だという考え方がつよくなっていましたから、上流気取り[image: ──]英語では「スノッブ」というのですが[image: ──]はイギリス国民全体の特徴だといわれていたのです。

　お茶を飲むことが、上流階級の「ステイタス・シンボル」になりましたから、本物の茶は高くて買えない人びとも、「イギリス産の茶」などというものを飲んで、上流を気取ったとさえいわれているのです。イギリスでは茶は採れませんから、むろん、そんなものはインチキなにせものであったわけですが。

　しかし、そうはいっても、茶と砂糖が「くすり」にするほど高いものであり、ほんの少ししか供給されないあいだは、よほどの上流階級の人びと以外は、そんなものを日常的に飲むことはできません。やはり、それらがひろく普及していくには、少しずつ値段が下がり、供給量が増えていくことが重要だったでしょう。にせものでがまんしていた下層の人びとも、茶や砂糖の値段が下がってくれば、当然、本物を利用するようになったでしょう。このことが、砂糖入り紅茶が一般に普及した第二の、そしてより重要な理由であったと思われます。

イギリスの「商業革命」

　とすれば、茶と砂糖は、一七世紀中ごろから、本当に安くなり、大量にイギリスに入ってくるようになったのでしょうか。そのとおりなのです。貿易のデータをみると、そのことが簡単に証明できます。

　一六世紀末までのイギリスは、トルコをのぞくとほとんどヨーロッパ内部でしか貿易をしておらず、インドなどとの直接の交易はもっていませんでした。地中海地方、つまりトルコや、ヨーロッパのなかではイタリア、スペイン、ポルトガルなどとの取引がふえ、アントウェルペンやアムステルダムのほか、そうしたところからも、砂糖をふくむアジアやアメリカの産物を、ぼつぼつ入手するようにはなっていましたが、その量は微々たるものにすぎませんでした。一六世紀から、ヨーロッパとアジアは物資の交換によってがっちり結ばれていた、という考えの歴史家が近年ふえていますが、貿易の量を考えれば、このような見方には賛成できません。

　一七世紀前半のイギリスには、東インド会社ができ、カリブ海でもバルバドスなどで砂糖きびの栽培がはじまりましたが、なお、ヨーロッパ外世界からの輸入は限られていました。そもそもイギリスからの輸出が伸び悩み、支払いの手段もなかったからです。東インド会社というのも、一度船を出してその船が無事にアジアから帰還すると、船ごと売り飛ばして売上金を山分けしてしまうような、一時的な性格のつよいもので、その貿易量もほとんどとるにたりませんでした。イギリス東インド会社は、強力なオランダ東インド会社にまだ対抗できず、香料産地であったいまのインドネシアなどには近づけない始末でした。アジアからの輸入は、イギリスの輸入全体の数パーセントにも達しなかったでしょう。

　一六世紀の末、エリザベス一世の時代に、女王のお気に入りだったウォルター・ローリなどが北アメリカへの植民をめざしましたが失敗し、イギリスの北アメリカ植民地としては、一六〇七年につくられたジェイムズタウンが最初となりました。カリブ海にもいくつかの植民地を獲得したものの、もっとも早かったバルバドス島などでも、砂糖きび栽培が本格化するのは一七世紀半ばのことでしたから、それまでの砂糖輸入量などは、貿易全体からすればとるにたりないものでした。

　このような状況が一変したのが、クロムウェルの政権が成立し、やがて崩壊した一七世紀半ばのことです。クロムウェルは、東インド会社の組織を変更し、世界で最初の株式会社といわれるようなものにしました。しかも彼は、世界の貿易を握っていたオランダ人商人を排除するために、航海法という重要な法律をつくったりもしました。この法律は、以後、しばしば補充されたり、改正されたりしながら、一九世紀中ごろまでイギリスの対外経済政策の基本として維持されていくのです。そのうえ、このクロムウェルが占領させたジャマイカが、この世紀の末になると「砂糖革命」によって、当時の世界最大の砂糖産地となることは、すでに説明しました。




　こういうわけで、おおかたは偶然の結果だったのでしょうが、反カトリック、つまり反スペインの宗教心から出たクロムウェルの政策が、一七世紀後半以降、イギリスの貿易に決定的な変化をもたらしました。これまでほとんどふえていなかった貿易の総量は、半世紀で三倍ほどにふえ、さらに一八世紀はじめの六〇ないし七〇年間にも、また数倍にふえました。まさに「革命」というにふさわしいふえ方です。そのうえ、これまでトルコのほかはヨーロッパ諸国に限られていた貿易相手が、いっきょに変化し、一八世紀半ばには、アジアやアメリカやアフリカとの取引が、ヨーロッパとのそれに匹敵するほどになってしまいました。したがって、取引される商品も、これまで毛織物の輸出にかぎられていたのが、綿織物などをふくむ雑多な製品、穀物、植民地物産の輸出などを柱とするほどになりました。




　しかし、いうまでもなく、もっとも変化したのが輸入品のうちわけでした。糖蜜をふくむ砂糖、北アメリカのヴァージニア植民地などからのタバコ、インドからのキャラコとよばれた綿織物、生糸や絹織物、それに中国の茶など、アジアや、カリブ海をふくむアメリカからの輸入品が激増したからです。

　このようなイギリスの貿易の大きな変化を、歴史家は「商業革命」とよんでいますが、要するに、イギリスは貿易のうえでは、ヨーロッパのなかにどっぷり浸つ　かっていたのが、むしろヨーロッパ外世界に築いた植民地帝国のうえに立つ国になったのです。世界がひとつにつながれ、イギリスはその頂点に立つことになったといってもよいでしょう。このようにひとつにつながれた世界のことを、「近代世界システム」とよぶこともあります。






　とくに砂糖の輸入は、世紀の中ごろから、まずバルバドスに、ついでジャマイカに砂糖革命が起こると、飛躍的にふえました。一六四〇年ごろであれば、なおその輸入量はとるにたりなかったと思われますが、一六六〇年代には、イギリスの輸入全体の一割近くを占めるほどになっていましたし、一七〇〇年ごろまでにはさらに倍増し、一七七〇年ごろまでにはさらに四倍にふえました(前ページ図参照)。一八世紀中ごろでは、イギリス人は平均するとフランス人の八～九倍の砂糖を用いる国民になってしまったのです。

　逆に、フランス人は、やはりカリブ海の島で安い砂糖をつくっていたのですが、紅茶よりもワインを飲むのがふつうになっていましたから、砂糖をそれほど必要とせず、フランスでは砂糖は余っていたといえます。

　砂糖と同じように、茶の輸入もはげしく増加しました。というより、茶の場合は、はるかに劇的でした。茶の輸入には高い関税がかけられたので、関税を支払わずに密輸する者がきわめて多くなり、公式の貿易統計はあまり信用できないところがありますが、それにしても、ロンドンでコーヒー・ハウスがさかんになって、そこで紅茶が売られるようになったといっても、なお一七〇〇年ごろの輸入は、金額にしてせいぜい年間八〇〇〇ポンド程度だったのですが、七〇年後には、一〇〇倍となったからです。

ひとつにつながれた世界

　つまり、砂糖の輸入量は、カリブ海で「砂糖革命」が起こったために激増しました。しかし、その「砂糖革命」が可能になったのは、アフリカからの大量の奴隷の供給、つまり非人道的な奴隷貿易が大規模に展開されたからでもありました。また、イギリスで砂糖に対する強い需要があったからこそでもありました。そのイギリス人がこれほど砂糖を求めたひとつの理由は、お茶に砂糖を入れるためだったのですから、中国からの茶の輸入が激増したことも、「砂糖革命」の原因のひとつだったともいえましょう。

　世界はひとつにつながれてしまったのです。少しあとの時代になってからのことですが、一八世紀に活躍したあるイギリス人の歴史家がつぎのようにいっているのは、たいへん重要なことなのです。

　「われわれイギリス人は、世界の商業・金融上、きわめて有利な地位にいるために、地球の東の端からもち込まれた茶に、西の端のカリブ海からもたらされる砂糖を入れて飲むとしても(それぞれに船賃も保険料もかかるのだが)、なお、国産のビールより安上がりになっているのだ」

　この説明を実感するためには、日本で見られる世界地図が日本や太平洋を中心にして描かれているように、イギリスの世界地図はイギリスや大西洋が中心に描かれていて、中国とカリブ海は、地図の両端にきていることを知らなければならないかもしれません。ともあれ、ここでいわれていることは、ヨーロッパとアジア・アメリカ・アフリカをつなぐ交易のリンクができあがり、イギリスがその中心に座ったことで、イギリス人は、世界じゅうの人びとが生産したものを、もっとも安価に手にいれることができるようになったということにほかなりません。

　「お茶に砂糖を入れる」という破天荒な思いつきは、このような幸福な立場に立ったイギリス人にしかできなかったことなのです。それは、イギリス独特の生活文化になりましたが、その陰には、無数のアフリカ人奴隷とアジアの貧しい農民たちの、涙と汗の労働があったことを忘れるわけにはいきません。






コーヒー・ハウスの流行

　「近ごろロンドンで、やたらと目につくコーヒー・ハウスなるものはいたって便利である。そこでは、あらゆる種類の情報が得られる。それに、そこにはすばらしい暖炉があって、お望みとあればいつまでそこに座っていてもよい。コーヒーを一杯飲んで、友人たちと談笑して、たったの一ペニーで済む」

　一七世紀の末にロンドンを訪れたある外国人は、このような観察を残しました。

　現在のロンドンには、喫茶店というものがありませんから、ちょっと不思議な感じがしますが、一七世紀の後半から一八世紀にかけて、ロンドンをはじめとするイギリスの都市では、コーヒー・ハウスというものが大流行しました。イギリスで最初のコーヒー・ハウスは、一六五〇年に大学町のオックスフォードに誕生したといわれていますが、その二年後にはロンドンにもでき、たちまち大流行となりました。一七〇〇年前後になると、ロンドンだけで数千軒が営業していたといわれています。

　コーヒー・ハウスでは、むろん茶と同じく外国産の飲み物であったコーヒーが売られたのですが、そこでは紅茶も売られましたし、これもまたヨーロッパ外から輸入された飲み物であったチョコレートも売られました。チョコレートが固形になるのは、かなりあとのことです。もちろん、これらの飲み物にはかならず砂糖が入れられましたので、コーヒー・ハウスは砂糖を売るところでもあったわけです。また、コーヒー・ハウスに集まった人びとは、アメリカから輸入された目新しい嗜し　好こう品ひんであるタバコをも、おおいにくゆらせました。

　つまり、海外からきた目新しい飲み物や嗜好品に囲まれ、どこまでも、エキゾチックな感じがする場所、それがコーヒー・ハウスであったわけです。

　こうして砂糖は、一七世紀のイギリスのコーヒー・ハウスで、本格的に紅茶とドッキングしました。それがティー・ハウスとよばれなかったのは、はじめのうちコーヒーが主体だったからですが、コーヒーは供給もつづかず、入れるのが結構むずかしいこともあって、一般の家庭には普及しませんでした。

情報センターとしてのコーヒー・ハウス

　紫し　煙えんもうもうとしたコーヒー・ハウスで、この時代のイギリス人たちは、友好をあたため、情報を交換し、たがいに批判し合い、議論し合ったのです。そこでは、多少の身分や経済力の違いは問題にしない「自由」の雰囲気がありました。その結果、近代の文化といえるようなもののほとんどが、じつは、このコーヒー・ハウスから生まれることになりました。コーヒー・ハウスや、そこで提供された砂糖や紅茶やコーヒーは、いわば近代文化の誕生を助ける助産婦のような役割を果たしたのです。

　むろん、コーヒー・ハウスでの談笑など「無駄ばなし」であり、コーヒー・ハウスは「知識の木に宿る寄生虫」だというきびしい批判もありましたが、コーヒー・ハウスを「みえない大学」とみなす人も少なくありませんでした。




　じっさいに、コーヒー・ハウスで生まれた文化には、どんなものがあるのでしょうか。

　コーヒー・ハウスで生まれた組織でもっとも有名なものは、科学者が集まった王立協会でしょう。こんにちでも、この協会の会員になることは、ノーベル賞をもらうことと同じくらいに世界の科学者の夢だといえます。化学者ロバート・ボイルや建築家クリストファー・レンが、その創始者でした。のちには、引力(重力)の発見者で偉大な物理学者であったニュートンも、この協会の会長をつとめています。一七世紀後半のイギリスでは、彼らを中心に多くの科学者が出現し、物理学をはじめ近代科学の基礎が確立したので、歴史家はこれを「科学革命」とよんでいますが、科学革命は、まさにコーヒー・ハウスでの集会と情報交換から生まれました。

　情報交換は、科学の情報に限られたわけでは毛頭ありません。ですから、一般にコーヒー・ハウスでは、情報産業、つまり新聞や雑誌が発達しました。このころはじめて誕生した新聞は、そのニュースをほとんどコーヒー・ハウスに集まった人びとから取材していたのです。新聞を読むのも、コーヒー・ハウスでだれかが声を出して読み上げ、みんながこれに耳をかたむけるというものでした。

　コーヒー・ハウスで交換された情報は、経済にも重要な意味をもちました。この時代は、イングランド銀行という、日本でいえば日本銀行にあたるような銀行が創設され、国債や株のような証券類が世の中に出まわりはじめた時代でしたが、株などの価格についての情報もここに集まったので、証券会社や銀行、保険会社なども、ここから生まれたのです。

　いまでも世界で最大の保険会社[image: ──]じっさいは組合というほうがよいのですが[image: ──]は、ロンドンのロイズ保険組合ということになっています。日本のいろいろな船会社や航空会社などはもちろん、保険会社そのものさえも、最終的には、ここに保険をかけているのです。これももとはといえば、有名なコーヒー・ハウスでした。保険会社にとっては、いろいろな経済情報が絶対に必要でしたから、情報センターとしてのコーヒー・ハウスが、保険組合に発展していくことができたのでした。

はじけた「バブル」

　コーヒー・ハウスが株や国債などの証券の取引で大きな役割を果たしたことは、世界の歴史に残る経済上の大事件によっても、証明されました。一七二〇年に起こった「南なん海かい泡ほう沫まつ事件」がそれです。もとの英語では「サウスシー・バブル」というのですが、いまの日本人が「バブル経済」とか、「バブルがはじけた」とかいうのは、この事件から言葉を借りているのです。

　問題の事件は、こんなことでした。これよりおよそ一〇年前に、スペイン領の南アメリカ植民地と貿易をする会社として、南海会社という会社が創設されました。「南海」とは、西半球の北回帰線より南のことをいいましたので、主にスペイン領南アメリカを指しています。それにしても、なにしろこの会社は、奴隷の欠乏しているスペイン領植民地に奴隷や工業製品を売りこもうという会社ですから、うまくいけばよほどボロ[image: 儲]けができるだろうと思われました。このため、南海会社の株はぐんぐん上がり、それにつられて他の会社の株もどんどん値段が上がりました。なかには、まったく内容のないインチキな会社までつくられましたが、その株さえもが上がっていきました。たとえば、「イギリスじゅうの平屋を二階建にする会社」とか、「たいへん[image: 儲]かることをするのだが、内容はいえない会社」などというものまで出現したといわれます。こうなると、人びとは、株というものは、もってさえいれば[image: 儲]かるものと勘違いするようになってしまいました。

　しかし、このような「泡沫」、つまり泡のようにあやうい会社が長くつづくはずはありません。一七二〇年になると、株価が突然下がりはじめ、あっという間に、ほとんどの株が紙くず同然になってしまいました。大金持ちになることを夢見た大勢のイギリス人が、反対に文無しになってしまったのです。これが「南海泡沫サウスシー・バブル」事件です。






　イギリス議会は、この事件にこりて「バブル法」という法律をつくり、株式会社をつくることを原則として禁止してしまいました。この「バブル法」、つまり株式会社禁止法は、およそ一〇〇年もつづいたのでした。

　およそ一〇年間ほどのこの大騒ぎは、たしかに、つい最近の日本の状況にとてもよく似ていたといえますが、こうした狂気のような株の取引は、その多くが、ロンドンのシティとよばれる金融の中心地にあった多数のコーヒー・ハウスで行なわれたのです。つまり、株の取引を円滑にすすめる役割をしたのも、砂糖とコーヒーやお茶などのエキゾチックな飲み物であったわけです。

文学・政治とコーヒー・ハウス

　文学や芝居、音楽の話をするコーヒー・ハウスもたくさんありました。文学作品についての評価がコーヒー・ハウスの談笑のうちに決定されました。ちょうどこのころ、イギリスでは、『ロビンソン・クルーソー』の物語を書いたダニエル・デフォーや『ガリヴァー旅行記』を書いたスウィフトが現れ、さらには「小説」という文学の新しい分野も生まれました。小説の出現にも、コーヒー・ハウスは大きな役割を果たしたといえましょう。

　コーヒー・ハウスで生まれたもので、もうひとつ重要なものに、政党があります。クロムウェルが政権を握ったピューリタン革命の時代が終わり、クロムウェルに処刑されたチャールズ一世の息子でフランスに亡命していたチャールズ二世がイギリスに戻ってきた一六六〇年ごろから、イギリスにはトーリとウィッグ(ホイッグ)という二つの「政党」のようなものができたといわれています。これ以後イギリスでは、この二つの政党が議会を中心に、相互に対抗しながら政治をすすめていきました。このようなかたちが発展したものを政党政治といいますが、政党政治は近代的な政治の基本とされ、いまの日本でも当然のこととして採用されているわけです。

　もっとも、政党といっても党員が登録されているような、しっかりした組織ではなく、まだ、漠然とした「仲間」のようなものにすぎませんでしたが、トーリ派というのは、国王やイギリス国教会の力をつよくしようとする考え方に傾き、貿易商人やとくに大規模な地主貴族などからなっていたウィッグ派は、国王より議会の発言権をつよくすることを望みました。また、トーリ派は、オランダやフランスと対立することを避け、貿易も自由にすべきだと考えていましたが、ウィッグ派は、イギリスの貿易から外国人を排除し、植民地をどんどん拡大することを望んでおり、そのためには戦争をするのも当然と考えていました。一八世紀の中ごろには、ウィッグ派の力がつよくなり、イギリスはつぎつぎとフランスに戦争をしかけ、植民地をふやしていきました。

　おもしろいのは、そうした戦争のなかでも、もっとも大きな戦争のひとつであったフランスとの七年戦争(一七五六─六三)にイギリスが勝利したときのことです。この戦争は南北アメリカとインドにおけるイギリスの優位を決定的にしたといわれ、英仏両国間で結ばれたパリ条約(一七六三年)はイギリス帝国を完成させた、といわれています。

　ところで、この戦争中にイギリスは、マルチニクとガドループというフランス領のカリブ海の二つの砂糖植民地を一時的に獲得しました。この二つの島は、砂糖をずいぶん安く生産することができましたから、ジャマイカなどイギリス領の島のプランターにとっては大ピンチになってしまったのでした。このときは、けっきょく、イギリス領の砂糖プランターでイギリスの国会議員になっていた人びとが、いろいろ作戦をたてて、この二つの島をフランスに返して、その代わりに、当時は「雪ばかりの荒地」とみられていたカナダをとることにしたのでした。

　こうした議論も、コーヒー・ハウスを舞台としてあらかじめ行なわれ、それから正式に議会に出されるようになったのです。

チョコレート・ハウス

　一六六五年、ロンドンには中世以来もっとも恐れられた伝染病であるペストが大流行し、死体の処理が間にあわなくなって、荷車で運んだ死体を、大きな穴にどんどん投げ込まなければならないような状態になりました。豊かな人びとは田舎に逃げてしまったり、ペストから逃れるため、テムズ川に船をうかべて、そこで生活をしたりしました。それでもコーヒー・ハウスが開かれていたというのは、有名なエピソードです。翌一六六六年、ロンドンには歴史に残る大火事[image: ──]英語では「火事ザ・ファイア」といえば、この大火を意味します[image: ──]がありましたが、それでもコーヒー・ハウスはすぐに復興しました。

　これほど繁栄し、ロンドンの人びとに愛されたコーヒー・ハウスでしたが、その最盛期はあまり長くはつづきませんでした。自由にいろいろな人が出入りし、どんな話でもできるというのが、コーヒー・ハウスのもっとも楽しいところでしたが、そんなことはクロムウェルの革命などがつづいて、社会の上下関係が逆転するようなことがいろいろあって、人びとが身分や階層のことをあまり気にしなかった時代にしかできないことでした。世の中が落ち着いてくると、人びとは、同じ身分、同じ階層で集まるようになってきました。そうでなくても、政党にしろ、文学作品の趣味にしろ、気の合った、同じような好みの人ばかりが集まるようになったのは、ごく自然なことでした。

　そのためにコーヒー・ハウスは、しだいに「クラブ」というものに変わっていったのです。いまの日本にもロータリー・クラブとかライオンズ・クラブなどというものがありますが、これらのクラブもあまり開放的なものではありません。名探偵シャーロック・ホームズの物語にも、よくクラブの場面が登場しますが、そこにみられるのも、決まった会員しか入れない閉鎖的な組織です。学校にも、クラブ活動がありますが、学校のクラブはどう考えればよいのでしょうか。

　コーヒー・ハウスが衰えていった理由は、もうひとつあります。それは、もともと比較的真面目で上品な場所だったコーヒー・ハウスが、お酒が出るようになったり、[image: 賭]か　けごとが行なわれるようになったりして、品が悪くなったことです。そのような堕落したコーヒー・ハウスは、なぜかチョコレート・ハウスとよばれたようです。




　こうして、こんにちのイギリスには、かつてあれほど栄えたコーヒー・ハウス、つまり喫茶店はないのです。

大論争[image: ──]茶は麻薬か薬か

　コーヒー・ハウスがすたれていくにつれて、イギリス人が砂糖を入れて飲むエキゾチックな飲み物のなかでは、コーヒーはだんだんその地位を失っていきました。イギリス東インド会社が中国貿易には成功して紅茶を獲得することができたのに、コーヒーを大量に手に入れるのは困難だったということが大きな原因でしょう。

　こうして、けっきょく、イギリス人、そのなかでも上流階級の貴族やジェントルマン、とくに貴婦人たちはもちろん、豊かな都市の市民も、紅茶に砂糖を入れて飲むようになっていきました。

　それでも庶民には、紅茶も砂糖もまだ高価なものではありました。たとえばイギリス全国を旅したダニエル・デフォーは、北部のある地方でふつうの農民が紅茶を飲んでおり、しかも砂糖を入れて飲んでいるというのでたいへん驚いています。農民や都市の庶民が砂糖や茶を使うことには、ずっとのちまで、きびしい批判がありました。貧しい人間までが、砂糖入り紅茶のようなぜいたくなものを口にするようになったことが、「近ごろ、ロンドンで泥棒がふえている原因だ」と主張したのは、世界ではじめて「小説」というものを書いた文学者のひとりといわれ、またイギリスに警察のもとになるものをつくった人物ともいわれるヘンリ・フィールディングでした。

　このフィールディングの議論もふくめて、そもそも一八世紀には、お茶を飲む習慣について、活発な議論がたたかわされ、大論争に発展しました。いっぽうでは、茶は「くすり」だという考え方も残っていましたし、サミュエル・ジョンソン博士のように、気分転換には最適という人もいました。ジョンソン博士というのは、この時代の文壇の大御所であった人物で、彼のまわりには多くの小説家や詩人が集まっていましたが、また美食家としても知られていました。

　しかし、おおかたの論者は、お茶を飲むことに批判的で、とくにイギリス国教会のなかにメソディスト派というグループをつくり、伝道につとめたジョン・ウェスレイという宗教家は、自分がかつてお茶中毒であったと告白し、お茶の中毒から脱出するのにいかに苦労したかを語っています。それを断つと、三日三晩は意識を失い、熱に浮かされるなど、麻薬の場合と同じような禁断症状におちいった、と主張しています。また、友人とともにロンドンに捨て子の収容所をつくったり、浮浪者を集めて軍隊に入れる活動をしたりした人物で、たぶん正しくはないでしょうが、イギリスの男性ではじめてこうもり傘をさしたともいわれる商社マン、ジョナス・ハンウェイも、猛烈なお茶の批判者でした。

　とはいうものの、どんなにつよい批判があっても、じっさいには、お茶を飲む習慣はどんどんひろがり、それに応じて砂糖の消費も増えていったのでした。イギリスでも、フランスでも、奴隷や砂糖の貿易が国全体の貿易のなかで大きなウェイトを占めるようになりました。アメリカ合衆国が独立する前の一七七三年のデータでいえば、あらゆる商品の、あらゆる地域からのイギリスへの輸入のうち、おおかた四分の一以上が砂糖の輸入になってしまっていたのです。

　イギリス領のカリブ海植民地は、六万人足らずの白人に対して、四六万人の黒人奴隷と八〇〇〇人くらいの解放された黒人がいました。黒人奴隷は、きびしい労働のため、短命でしたから、年間三万四〇〇〇人の黒人奴隷がアフリカからあらたに輸入されていました。

　お茶がひろがらなかったために、輸入した砂糖のかなりの部分をほかのヨーロッパにあらためて輸出していたフランスでさえも、カリブ海からの砂糖輸入が輸入全体の八分の一を占め、合計一〇〇〇隻もの船がカリブ海関係の貿易にしたがっていました。フランス領のカリブ海の人口は、白人六万人、黒人奴隷は四四万人、解放された黒人が一万人はいたといわれています。

　「砂糖は王様」

　カリブ海の植民地がイギリスにとっても、フランスにとっても、これほど重要であったとはいえ、奴隷貿易がなければ、カリブ海の植民地はやっていけなかったことはあきらかでした。イギリスのリヴァプールと同様の奴隷貿易基地であったフランスのナントの商工会議所がつぎのように決議したのも、当然だったかもしれません。すなわち、「ギニア貿易、つまり奴隷貿易ほど国家にとって貴重で保護すべき貿易は、ほかにありません」というのでした。

　同時代のイギリス人の言葉を借りれば、まさに「偉大なるかな砂糖。それはすべてに打ち勝つだろう」というわけですが、その砂糖の偉大さは、奴隷貿易によって支えられていたことになります。

　ところで、奴隷や砂糖の取引は、大きな利益をもたらしましたから、砂糖プランターや砂糖や奴隷の貿易を行なった商人のなかには、大金持ちになる者も現れました。彼らは、その息子や娘をイギリスに送って、上流階級の子弟のあいだで教育をうけさせました。そうなると、幼いときにカリブ海を離れ、イギリスで成長した子どもたちは、カリブ海のことをたんに「金のなる木」ぐらいにしか考えなくなり、ぜいたくな暮らしを送るようになりました。国王ジョージ三世をさえ驚かせた者がいたことは、前にもふれました。こうしたイギリスに住むようになった砂糖プランターの大邸宅は、いまもイギリス各地に残っていますが、とくに奴隷貿易や砂糖取引のひとつの拠点であったブリストルという西部の港町の周辺には、そうした豪邸が多数みられます。






　ところで、砂糖プランターの豊かさは、ほかの種類のプランテーションと比べても、明らかです。たとえば、英語には「タバコ貴族」という言葉があります。北アメリカのヴァージニアやメリーランド植民地のタバコ・プランターたちの富裕ぶりを表す言葉です。「タバコ貴族」は、日本にもたくさんいました。京都の円まる山やま公園のほとりに長ちょう楽らく館かんというすばらしい洋館があります。ヴェネチアン・グラスのコレクションでもよく知られているところですが、これなども、京都のタバコ商人のものであったといいます。

　しかし、「タバコ貴族」は、砂糖プランターのように、子どもをイギリスに送って教育し、そのままイギリスで貴族的な生活をさせるというようなことはしませんでした。というより、そこまでできるほどの金持ちではなかったのだ、といわれています。タバコ・プランターが「貴族」のようだったとすれば、カリブ海の砂糖プランターは「王様級」だったのです。

　こうして豊かになった商人や市民が、生活革命の主役であり、コーヒー・ハウスの文化を担ったことも、あらためていうまでもありません。






家庭にはひろがらなかったコーヒー

　ここに一枚のおもしろい絵があります(本章の扉絵参照)。一七世紀に描かれたものですが、アラビア人と中国人とアメリカの先住民、つまり「インディオ」(アステカ人)が登場しています。それぞれに、コーヒー、茶、チョコレートの容器がそばに置かれ、各人はそれぞれの飲み物にあったカップをもっています。つまり、この時代に急速にヨーロッパにひろがった三種類のエキゾチックな飲み物[image: ──]そのいずれにも、大量の砂糖が使われることが、問題なのですが[image: ──]の産地を、人間のかたちで表現しているわけです。

　ところで、イギリスでは、これらの飲み物がいずれもコーヒー・ハウスで売られていたことは、すでに何度かふれました。しかし、コーヒー・ハウスが流は　行や　らなくなり、こうした飲料が家庭で飲まれるようになると、その主役は圧倒的に茶に代わりました。イギリスで、コーヒーが普及しなかった最大の理由は、イギリス領の植民地ではコーヒーがとれなかったために、十分な供給がなかったからだろうと思われます。しかし、おそらくコーヒーが、個人の家庭で入れるのがむずかしかったことも、コーヒー・ハウスから家庭に普及しにくかったひとつの理由かもしれません。日本でも、第二次世界大戦後、インスタント・コーヒーが発明されるまでは、コーヒーはむしろ喫茶店で飲む、かなりハイカラな飲み物で、いまのように、ごく一般の家庭で飲まれていたわけではありませんでした。

民衆の人気者「密輸王」

　それでは逆に、イギリスのこうした「紅茶文化」は、イギリス以外の地域にはどこまでひろがったのでしょうか。また、イギリス以外のヨーロッパ諸国では、何が飲まれていたのでしょうか。

　ヨーロッパで最初にお茶がひろがったポルトガルでも、それは王室などごく一部の人びとの異国趣味で終わったように思われます。ついでアジアに進出したオランダ人も、ポルトガル人以上に手広くアジア貿易をしていましたから、茶を入手することはできましたが、そのオランダでも、やはり茶はすべての国民が飲む飲料にはなりませんでした。むしろ、オランダ東インド会社がヨーロッパに持ち込んだ茶は、需要の多いイギリスに大規模に密輸されました。

　この時代のイギリスでは、関税の高い茶とタバコ、それにフランス産ワインなどが、しきりに密輸入されていました。とくに茶は、夜陰に紛れて、南部や西部、東部などの海岸に荷揚げされ、地方でさばかれるもの以外は、その夜のうちにロンドンの買取店に運びこまれました。海岸の小さな港の村や町では、密輸が住民みんなの副業になっているようなことさえあって、当局に通報する者も少なかったといわれます。いまでもイギリス各地の港町には「密輸業者の宿」などという宿屋やパブ(飲み屋)があって、「密輸博物館」などもどこにでもみられます。密輸業者は、民衆の「英雄」だったとさえいわれているのです。

　政府としては、密輸がひろがると、秩序が保てないばかりか、関税収入が減りますから、必死でこれを取り締まろうとしましたが、なかなか成功しませんでした。なにしろ、税関の役人は人数が少なく、密輸業者の船のほうが高速でしたし、武器も強力なものをもっていたのです。取締りに向かった税関の役人が殺されてしまった事件も少なくありません。たまたま大物の「密輸王」を捕まえてみたものの、民衆が騒ぎ立て、現地では裁判もできなかったため、この犯人をロンドンまで移送しなければならなかったという話もあります。密輸グループは、大きいものでは、四〇人くらいの集団をつくり、馬に乗って鉄砲で武装をしていました。当時、このような集団を取り締まる警察はありませんでしたから、彼らを捕まえるには軍隊を動員しなければならないほどでした。

　手を焼いた政府は、自首した者は罪に問わないという、思い切った法律をつくって、実態をつかもうとしたことさえありました。このとき名乗り出た大物密輸業者の証言などがあって、オランダやフランス、アイルランドなどからの大規模な茶の密輸の実態は、かなりよくわかっているのです。

　こうした密輸は一八世紀をつうじてさかんに行なわれました。しかし、のちに茶の関税が大幅に下げられると、密輸はあまり魅力がなくなり、ようやく下火になりました。産業革命のころ、つまり一八〇〇年の前後ともなると、税関のシステムもよほど改善され、取締りがきつくなったということもあるのかもしれません。

　「イギリスのジェントルマン」を気取った植民地プランターたち

　こうして、イギリス以外のヨーロッパ諸国には、けっきょく、砂糖入りの紅茶を飲む習慣は、あまりひろがりませんでした。しかし、これには例外もありました。それは、イギリスの植民地、とくにアイルランドと、のちに合衆国になるアメリカ一三植民地です。

　これらの植民地では、そこに移住したイギリス人の地主たち[image: ──]アメリカのタバコ植民地などでは、プランターとよびますが[image: ──]は、自分たちはイギリス人だと考えており、できるだけイギリス人らしい生活をしようとしていましたから、本国の流行にはたいへん敏感でした。ですから、彼らは、イギリスで流行している衣服を身につけ、イギリスの本を読み、イギリスの家具を買い、イギリス人らしい遊びをしようとしたのです。イギリスで流行りはじめた紅茶を飲む習慣をまもなく取り入れてしまったのも、自然なことでした。

　アメリカの植民地は、一六〇七年にはじめて越冬に成功したジェイムズタウンからはじまり、一七世紀後半には、南部のヴァージニアやメリーランドなどでのタバコ栽培を中心に、急速に発展していきました。ニューイングランドとよばれた北部では、タバコのような「世界商品」は採れませんでしたが、そこの住民のなかには、砂糖しかつくらなくなったカリブ海の植民地に穀物や木材を輸出し、反対に砂糖やラム酒などを持ち帰って稼ぐ者も多くなりました。

　こうして、北部でも、南部でも、アメリカ植民地の住民は、しだいに豊かになっていったのです。亡くなったときの遺産目録などをみると、開拓の初期には、丸木小屋にランプと粗末なベッドしかないような質素な生活でしたが、一八世紀の中ごろまでには、早く開けた植民地のプランターたちは、イギリス本国の人びとにも負けないような生活ぶりになったことがわかります。

　生活のスタイルも、すっかりイギリス風になりましたので、ティー・パーティーなどということも、しきりに行なわれるようになりました。むろん、茶はイギリスでもアメリカでも採れませんから、中国から東インド会社がイギリスに輸入したものを、さらにイギリスから輸入するのです。ポットやスプーンやタオルのような「お茶にまつわるさまざまなもの」も、むろんイギリス製でなければ、格好がつきません。ポットやカップはできればブランドものがよい、というわけです。なにしろプランターとしては、何よりも、「イギリスのジェントルマン」であろうとしているのですから。

　もともと、この時代にアメリカ植民地にわたった人びとの出身地は、ばらばらでした。なかにはイギリスではなく、ドイツ出身の人もかなりいましたし、イギリスのなかでも、スコットランドやウェールズの人も少なくなかったのですが、彼らは一致して「イギリスのジェントルマン」の生活をまねたのです。そうした共通の生活目標をもつことで、彼らはしだいに同じ仲間という意識をもつようになったのだともいわれています。ですから、ひところは、服装であれ、教養であれ、趣味であれ、「イギリスのジェントルマン」の生活スタイルをまねることが、植民地でも上流階級のしるしとみなされたのです。

　このようなイギリス人の「まね」をするには、イギリスの食品や雑貨を大量に買わなければなりませんでしたが、じっさい、カリブ海の砂糖プランターはもとより、北アメリカのタバコ・プランターたちには、タバコをイギリスに売ることで、莫大な収入がありました。だから、イギリス製品を買い込むことも容易になっていったのです。イギリスの貿易統計をみると、一八世紀には、膨大な量の雑多な工業製品と茶などの植民地物産が、アメリカ植民地に輸出されています。ここからみると、イギリスで起こった「生活革命」は、大西洋のかなたでも、どんどん進行したようにみえます。

茶をボイコットした植民地の人びと

　しかし、このようなアメリカ植民地の人びとの生活が、一変するときがきました。ことの起こりは、イギリスがフランスを破って世界商業の覇権を握ったとされる、例の七年戦争でした。この戦争のあいだ、アメリカとインドでフランス軍と激しく戦ったイギリスは、ようやく勝利をおさめ、一七六三年のパリ条約によって、カナダなどを獲得し、インドでもフランスを圧倒したとされています。

　ところが、戦争には勝っても、このとき使った戦費のため、イギリス政府には大きな借金が残ってしまいました。このころ、イギリス政府は、イングランド銀行や東インド会社のほか、例の「バブル」の主役となった南海会社などに、借用証書を渡して借金をし、それで戦争の費用をまかなっていました。これらの大会社は、この政府の借用証書(国債とも公債ともいいます)を、さらに一般の人びとに売り出してお金を集めたのです。国債には、むろん高い利子が税金から支払われますので、これを売り買いした人ばかりか、最終的にこれをもっている人も、たいへん[image: 儲]かったわけですが、そのぶん、国民にかかる税金はどんどん高くなっていきました。このようななりゆきには、不満や不安を感じる人びとも少なくなかったのも当然でしょう。

　しかも、一八世紀のイギリスは、断続的にフランスと戦争していましたので、こんなことは長つづきするはずがありませんでした。なにしろ、一七六三年までにすでに、一六八九年から一六九七年までのアウクスブルク同盟戦争、一七〇一年から一七一四年までのスペイン王位継承戦争、それに一七四〇年から四八年までつづいたオーストリア王位継承戦争があり、最後に七年戦争があったのですから。

　このため、困り果てたイギリス政府は、アメリカでの七年戦争は、先住民と手を結んだフランス軍との戦いであり、アメリカ植民地の防衛のための戦争でもあった[image: ──]イギリス人は、この戦争を「フレンチ・インディアン戦争」ともよびました[image: ──]のだから、植民地の人びとが費用を負担すべきだと言い始めました。そうして、ついに一七六五年には、本国議会で「印紙法」(印紙条例)を可決し、植民地に印紙税をかけることを一方的に宣言してしまったのです。印紙税というのは、いまの日本の消費税のようなもので、ほとんどあらゆる物品の取引にかけられる税金でした。

　これに憤慨した植民地の人びとは、通りでも、酒場でも、いたるところで抗議集会を開き、暴動を起こし、イギリスからの輸入品をボイコットすることにしました。つまり、もはや、「イギリスのジェントルマン」のまねは、やめることにしたのです。その代わりに、植民地でできた衣服(ホームスパン)を身につけ、植民地の食べ物を食べ、イギリスからくる紅茶などは飲まないことにしようというのが、この運動の考え方でした。

　ボイコットという言葉は、小作人に厳しすぎたために、小作人から「ボイコット」されたアイルランドのイギリス人地主「ボイコット大佐」の名前から生まれたものですが、ここアメリカでは、人ではなくてイギリスからの輸入品に、その「ほこさき」が向けられたわけです。

　イギリス製品のボイコット、つまり不買運動は大成功し、けっきょく、アメリカ向け輸出が止まってしまったために、音をあげたイギリスは、翌年、やむなく印紙法を廃止するはめになりました。しかし、相変わらずイギリス政府の財政難はつづいていましたから、翌年の一七六七年には、ふたたび植民地に輸出される紙、ペンキ、ガラス、茶などに税金をかける法令を施行したのです。しかし、「タウンゼンド諸法」とよばれたこれらの法律にも、当然、植民地の人びとは猛烈に反発し、またもやボイコットをはじめました。植民地の住民には、本国の議会に議員を送り込むことが許されていないのに、そのイギリス議会が勝手に植民地に課税することは認められないというのが、植民地側の言い分でした。

コーヒーとコカ・コーラのアメリカ人

　植民地の反発におそれをなしたイギリス政府は、ふたたび譲歩し、茶以外の税金はすべて廃止しました。ところが、かんじんの茶の税金だけは、譲りませんでした。イギリスからもちこむ茶は、税金がかかっても、植民地に密輸入される茶よりは安いはずだったから、アメリカ植民地の人びとは、税金を払ってでもイギリス茶を買うだろうとみていたのです。植民地のプランターたちは、「イギリスのジェントルマン」のように暮らしたがっているいるはずなのですから、当然そうなるだろうというのがイギリス政府の見方でした。

　しかし、ここに大きな読み違いがありました。植民地の人びとは、長いボイコットを経験するうちに、むしろ「イギリス人のように生きる」ことはやめて、「イギリスからの茶やイギリス製品を使わない」ことで、たがいの連帯感を強めるようになってしまっていたのです。つまり、彼らは「イギリス人」になることより、「アメリカ人」になることを望むようになってしまっていたのです。

　一七七三年、茶を積んでボストン港に入った三隻のイギリス船に、先住民に扮ふん装そうした「自由の息子たち」と名乗る集団がひそかに潜入し、積み荷の茶を海中に捨ててしまいました。これが、歴史上有名な「ボストン・ティー・パーティー事件」[image: ──]「ボストン茶隊事件」とも「茶党事件」などとも訳されます[image: ──]です。このできごとは、植民地の人びとの反イギリス感情をさらにかきたて、アメリカ独立運動の決定的なきっかけになったといわれています。




　もっとも、アメリカの独立運動の原因を説明するのが、この本の目的ではありません。問題は砂糖入りの紅茶なのです。二度にわたるボイコットをつうじて、アメリカ一三植民地の人びとは、イギリスの流行を追い求めることには、前のように熱心ではなくなりました。むろん、独立後も、彼らの生活が急にイギリス的なものから離れたわけではありませんが、何でもかでも、「イギリス風」であるべきだとは、まったく考えなくなったといえましょう。そうなると、無理をしてイギリス経由で取り寄せたお茶を飲むなどということは、いかにもばからしくもみえたはずです。考えてみてください。それでは、ほとんど地球を四分の三周くらいすることになるのです。アメリカには、もっともっとアメリカ的な飲み物があるはずではありませんか。

　こうして、もともとは、紅茶はもちろん、カップ、ソーサー(受け皿)、ポット、ティー・タオルやシュガー・ポットなど、「お茶にまつわるさまざまなもの」をとりそろえてイギリス風の生活をし、「イギリスのジェントルマン」のようになりたいと願っていた植民地の人びとが、いまでは、アメリカらしい生活様式を求めるようになっていったのです。けっきょく、一九世紀のアメリカ合衆国が、紅茶よりは中南米でとれるコーヒーを飲む国となり、さらにのちには、コカ・コーラの国となっていったそもそもの出発点が、ここにあったと思われます。

　ついでにいうと、独立したアメリカは、当面、イギリス領のカリブ海植民地との貿易ができなくなりました。この貿易は、アメリカにとって利益の大きい貿易でしたから、イギリス政府はこれを禁止したのです。しかし、イギリス領の植民地は、アメリカから食糧を買っていたのですから、この貿易が止まったことで、イギリス領植民地のほうが大きな打撃をうけました。おまけに、アメリカは、それならばとフランス領の植民地、とくにこのころ急に砂糖きび栽培がさかんになったサン・ドマング(スペイン語ではエスパニョラ)島との取引をさかんにしましたので、この大きな島の開発がすすみ、イギリス領の砂糖植民地にとっては、とても手ごわい競争相手となってしまいました。

フランスのカフェ

　こうして、はじめのうち、「イギリス文化」が根づくようにみえたアメリカの植民地は、それとはいささか違うコースをたどることになりました。とすると、イギリス以外のヨーロッパの諸国は、どうだったのでしょうか。フランス人がワインをふんだんに飲めたためか、お茶にはほとんど興味がなかったことは、前にのべました。そもそも砂糖の消費量がこの国では、イギリスよりはるかに少なかったのです。とはいうものの、そのフランスでも、一七、一八世紀には、イギリスでいうコーヒー・ハウス、つまりカフェが大流行しました。

　コーヒーが、トルコからフランス南部の港町マルセーユにその姿を現したのは、一七世紀中ごろのこととみられています。それ以来、フランスの大きな町には、多数のカフェができ、繁栄しました。初期のカフェで有名なものに、イタリアのシチリア島からきたプロコープという人物の店(一六八六年開店)がありました。このカフェは、文学者などのインテリや思想家が集まっていたことで知られています。少しのちの時代になると、たとえば、一八世紀の有名な啓蒙思想家ヴォルテールやディドロなどが出入りしました。

　フランス革命の時代になると、カフェはまた、革命派、反革命派をとわず、いろいろな政治勢力に属する人びとが、それぞれに集まる場所になりました。イギリスのコーヒー・ハウスが、「政党」を生み出したのと同じことです。ただ、イギリスと違う点は、フランスのカフェがその後も生き残り、一九世紀以降のパリでは、多くの画家や芸術家を集めるなど、なお文化センター的な役割を果たしつづけたことでしょう。非常に華やかだったわりに、一〇〇年ほどで衰えたイギリスのコーヒー・ハウスとはちがって、フランスのカフェは寿命が長かったということです。

　何はともあれ、こうして、この章のはじめに登場した三種類のエキゾチックな砂糖入り飲料[image: ──]コーヒーと茶とチョコレート[image: ──]のなかでは、あえていえば、フランスは「コーヒーの国」「カフェの国」になったというべきでしょう。フランス人の家庭で、コーヒーがどの程度飲まれたのかは、残念ながらよくわかりませんが、やはりそれはかなりむずかしかっただろうと、推測はできます。おそらく、フランスでは、家庭に入っていきにくいコーヒーが主体だったために、カフェが存続したのではないでしょうか。逆に、紅茶を選んだイギリスは、それが家庭でも簡単に入れられるものだっただけに、「家庭内飲料」となってしまい、コーヒー・ハウスは流行らなくなったのではないでしょうか。

アステカからの贈り物[image: ──]チョコレート

　フランス以外のヨーロッパ諸国はどうでしょうか。ヨーロッパでは、たいていの国がイギリスとはちがって自国産のワインに恵まれていましたから、イギリスほど「外来飲料」に頼る必要がなかったことも、事実でしょう。しかし、これらの諸国[image: ──]スペインやポルトガルやオランダ、さらには、スウェーデンなどスカンディナヴィアの国々、オーストリア、こんにちのドイツの一部に当たるプロイセンなど[image: ──]でも、一七世紀の前後には、やはりアジアやアメリカからきたエキゾチックな砂糖入り飲料に、かなりこだわったと思われます。

　特定の国に集中はしていないものの、ひろくヨーロッパ諸国に受け入れられたものに、チョコレートがあります。砂糖の消費のしかたの例としては、そこにも、かなり重要な意味がありますので、以下しばらく、ヨーロッパでのチョコレートの歴史をたどってみましょう。

　一五二八年、アステカ帝国を滅ぼしたスペイン人エルナン・コルテスの遠征隊は、本国にアステカ人のいうショコアート(「にがい水」の意味)、つまりチョコレートを持ち帰ったといわれます。それより前に、コロンブスもこれをヨーロッパに持ち帰ったという説もあるようです。




　チョコレートは、カカオ豆からつくるのですが、その製法はながらくスペイン人によって秘密とされていました。これを最初に口にしたのは、ときのスペイン王であると同時に、いまのドイツのあたりを支配し、理念としてはヨーロッパ全体の支配者ともされた神聖ローマ皇帝の位をも兼ねていたカルロス一世(神聖ローマ皇帝としては、カール五世)であり、この飲み物に砂糖を入れたのも、彼だといわれています。砂糖とチョコレートは絶妙の調和を示し、スペイン王室の人びとはこれに熱中しました。このころのスペインでは、チョコレートは、修道院でもおおいに飲まれたようです。

　スペインは秘密にしていましたが、この強烈な飲み物のうわさは、旅人や聖職者、船乗りなどをつうじて、ヨーロッパじゅうに知れ渡りました。一六世紀には、衣服のモードでもそうですが、スペインこそが流行の最先端の国でしたから、多くのヨーロッパ人がその生活文化に注目しており、隠し通すことはむずかしかったようです。

　とうとう一六〇七年に、アントニオ・カルレッティというひとりのイタリア人がその製法を盗みだし、そこからヨーロッパ全体に、チョコレート趣味がひろがったのです。早くも一六〇九年には、『チョコレートの入れ方』と題するスペイン語の本がメキシコで出版され、一六四八年にはイギリス人もカリブ海でのチョコレートの使われ方について本を著しました。もともとスペイン領であったジャマイカでは、黒人奴隷がこれを好んで飲んでいるというのです。




　しかし、イギリスでチョコレートが知られたのは、一六五七年にロンドン在住のフランス人が売り出してから、ともいわれています。いっぽう、一六一五年に、わずか一四歳でフランス王ルイ一三世に嫁いだスペインの王女アンナや、一六六〇年にやはりルイ一四世の妻となったマリアなどが、フランス王室にもチョコレートを飲む習慣をひろめました。この時代のフランス王室は、ヴェルサイユに大宮殿を建設し、華やかな宮廷文化をくりひろげはじめていましたから、その影響はたちまち全ヨーロッパにおよびました。フランス人は、カリブ海の植民地にカカオのプランテーションをつくるようにもなりました。

　とくに、ルイ一四世は「太陽王」とよばれるほど栄華をきわめましたので、チョコレートは、一六六〇年代までには、スペインはもとより、イタリアやフランスの貴婦人の飲み物として、ヨーロッパ全体にひろがったのです。イタリアでは、カトリックの本山であるローマ教皇庁の枢すう機き　[image: 卿]けいという重要な地位にあった人物が、「断食の時期にチョコレートを飲むことは許されるか」という問題を提起し、「チョコレートは液体だから、それを飲んでも断食に違反したことにはならない」という回答をみずから考えだしたといわれます。砂糖について同じような言い訳をした、昔の大神学者トマス・アクィナスにならったのでしょう。

チョコレートも「くすり」？

　イギリスでは、何度かふれたように、コーヒー・ハウスでチョコレートが売られるようになりますが、海軍省の役人で、おもしろい日記を残したことで知られるサミュエル・ピープスは、すでに一六六二年に「胃をおちつかせるために」朝からチョコレートを飲んだことを記録しており、家庭のなかにまでひろがっていたらしいことが推測されます。

　その後、コーヒー・ハウスのなかにチョコレート・ハウスとよばれるものがふえたことは、前章でのべました。こうして、チョコレートそのものは、ヨーロッパでもイギリスでも、貴婦人の飲み物でしたが、チョコレート・ハウスは乱痴気騒ぎの多い、堕落したものとみられていました。イギリスの画家ホガース(次章参照)の絵などに出てくるものは、いつも酔っ払いがばか騒ぎをしているような場面ばかりです。

　それにしても、チョコレートの魅力はたいへん強烈だったようで、早くも一六九七年には、ベルギーを訪れたチューリヒの市長がスイスに持ち帰り、同じころプロイセン(いまのドイツの東部)などにも伝わりました。一七四七年プロイセンの有名な国王フリードリヒ大王は、「チョコレートはいらないか！」と怒鳴る売り子の声に閉口して、チョコレートの行商を禁止したとさえいわれています。

　ところで、茶や砂糖やコーヒーと同じで、チョコレートも何やら神秘的な飲み物と思われていましたから、これを「くすり」だと考える人がたくさんいました。これもよく知られたプロイセンの博物学者アレクサンダー・フォン・フンボルトは、何年も中央アメリカに滞在してその土地の植物を研究したあげく、「カカオ豆は、とうてい考えられないほどの栄養分の宝庫である」と保証しました。オランダでも、アムステルダムの医師が、「チョコレートは、味がよいだけでなく、口のなかにさわやかな匂いを残し、リンパ腺せんや体液を沈静化させる役割をはたす」と明言していたのです。リンパ腺が腫は　れたり、体液がおかしくなることが病気の原因だと思われていた時代ですから、要するにこの医師は、チョコレートが万能薬だといっているのです。

固形チョコのはじまり

　しかし、チョコレートの生産が工業化されたのは、一九世紀になってからのことです。まず、一八二〇年代に、オランダのヴァン・ホーテン社が粉末チョコレートの製法の特許をとりました。粉末チョコレートとは、いまも日本で売られている「ココア」のことです。一八四七年には、イギリスの西部の港町ブリストルにあったフライ社が、カカオにココアバターと砂糖を加えて、「食べられるチョコレート」、つまり固形のチョコレートをつくりました。さらに、一八七五年にはスイス人のダニエル・ペーターが、ネッスル社のアンリ・ネッスルがつくった粉ミルクをまぜて「ミルク・チョコレート」を完成し、ほぼこんにちのチョコレートができました。

　この固形チョコレートは、日本にも意外に早く紹介され、一八七八年には、東京の風月堂が「貯古齢糖」という名前で売り出しています。チョコレートときけば、セント・ヴァレンタイン・デイを連想する人もいるでしょうが、むろん、チョコレートとセント・ヴァレンタインのお祭りには、もともと何の関係もありません。昔のイギリスでは、セント・ヴァレンタインのお祭りの日には、牧師さんが村の子どもたちに、小づかいとして小銭をあげる習慣はあったようですが。

　「世界商品」としてのチョコレート

　いまでは世界中で好まれているチョコレートですが、これもまた、茶やコーヒーと同じように、もうひとつの「世界商品」であった砂糖との出会いで、たちまち人気を博し、それ自体が「世界商品」となったのでした。ですから、カカオもまた、気候条件のあった熱帯地方にプランテーションをつくって栽培されていきました。そこでも多くの黒人奴隷が働いていたこともいうまでもありません。

　カカオ豆は、かなりのちまで、ベネズエラなどのスペイン領植民地がその生産の中心となっていましたが、いまでは、ブラジルと、かつてフランス領植民地であった西アフリカのコートジヴォアールなどが、主な産地となっています。

　それでは、話を砂糖に戻しましょう。






画家ホガースと黒人たち

　一八世紀イギリスの社会や政治の様子を痛烈な皮肉をこめて描いた画家に、ウィリアム・ホガースがいます。ホガースの作品は、その多くが連続した何枚ものつづきものの絵によって、ひとつの物語になっていることが多いのですが、現在、ロンドンの国立美術館(ナショナル・ギャラリー)にある「当世風結婚」(一七四五年)もそうした作品のひとつです。イギリス特有の上流階級であった地主、すなわちジェントルマンの息子と、生まれは卑いやしいながら大金持ちになった商人の娘の政略結婚のゆくえを描いたものです。なかでも、とくに有名なのは、金貨の山を積んで富を誇る商人の家族と、立派な家系図を自慢そうに持ち出す地主の家族を、それぞれの弁護士が取り持っている図や、結婚後の若奥様のサロンでの生活ぶり[image: ──]人気のオペラ歌手などの取り巻き連中にかこまれて、無駄にすごしている[image: ──]を示す場面などがあります。

　こうしてホガースの絵画は、いっぽうでは、一八世紀のイギリスに、地主や商人からなる豊かな上流階級の生活があったことを示していますが、そこに、なぜかしばしば登場させられているのが、黒人の召使いなのです。




　じっさい、この時代には、イギリスの上流階級の人びとのあいだでは、黒人の少年などを召使いとして使うのが、ひとつの流行になっていました。前にも登場したジョンソン博士も、黒人の召使いを使っていたことが知られています。このため、いちばん多いときは、ロンドンには一万人以上の黒人の召使いがいたのではないか、といわれています。イギリス人は、召使いたちに、私たちが犬や猫につけるようなペットとしての名前をつけ、ときには首輪をつけたりまでしていました。

　しかし、ホガースが、自分の絵のなかにしばしば黒人の召使いを登場させたのは、それがふつうのことだったからというのではなさそうです。彼は、黒人の召使いを登場させることで、つぎのようなことがいいたかったのではないでしょうか。

　つまり、イギリスの「豊かな社会」は、カリブ海のプランテーションで黒人奴隷がつくった砂糖など、植民地の生産物の取引によって得られたものであった、ということです。やかん、くぎ、石けん、聖書、毛織物や綿織物などというイギリス製品もたくさん売れるようになりましたが、プランターたちがそれを買えるようになったのは、イギリス人が砂糖のような植民地の生産物をたくさん買い取ったからです。ですから、カリブ海の砂糖生産や、北アメリカのタバコの生産は、イギリスの工業の発展にもつながっていたのです。

　こうして、「当世風結婚」の主人公となっている貴婦人が身につけていたような、イギリスの上流階級の「上品」で「洗練された」文化や習慣も、「もっとも野蛮」で「下品」とみなされた黒人奴隷の犠牲のうえに成り立っているのだということを、ホガースはいいたかったのではないでしょうか。

世界貿易の主導権を争うヨーロッパ諸国

　砂糖やタバコのような植民地で得られる「世界商品」の取引は、莫大な収入になり、大きな利益をもたらしましたので、イギリスやフランスは、一八世紀をつうじて世界商業と植民地の支配権をめぐって、断続的に戦争を繰り返しました。とくにイギリスとフランスのあいだの戦争は、中世に起こった両国間の長い戦争[image: ──]「百年戦争」という[image: ──]になぞらえて、「第二次百年戦争」とか、植民地の争奪戦が中心だったというので、「植民地百年戦争」などとよぶこともあります。

　戦争の主な目的は、南北アメリカとインドにおける植民地を確保することでしたが、スペイン領の南アメリカ植民地に奴隷を供給する権利をめぐる争いも、重要な意味をもっていました。スペインは、南アメリカに広い領土をもっており、労働力さえあれば、砂糖をつくれたはずなのに、アフリカに拠点がないため、自前でアフリカ人奴隷を確保することはできませんでした。スペインとしては、のどから手が出るほど、奴隷がほしかったわけです。

　こうして、スペイン政府は、奴隷を買い付ける契約を外国と結ぶことにしました。この契約のことをアシエントというのですが、アシエントによって奴隷の供給を請け負うことになると、たいへんな収入になりましたから、奴隷貿易をやっていたイギリス、フランス、オランダ、ポルトガルなどの諸国は、なんとかこの契約を取ろうと必死になりました。

　一八世紀のヨーロッパにしばしば戦争が起こったひとつの理由が、ここにありました。一八世紀はじめに起こったスペイン王位継承戦争、ついで、勃発したオーストリア王位継承戦争、一八世紀中ごろの七年戦争など、いずれもこのことに関係していたのです。

　なかでも、七年戦争は、とりあえずイギリスとフランスとの抗争に決着をつけることになりました。イギリスはアメリカでもアジアでも勝利し、フランス領のカリブ海の二つの砂糖植民地[image: ──]マルチニクとガドループ[image: ──]もイギリスに占領されてしまいました。しかし、戦後にむすばれたパリ条約(一七六三年)では、これらの島があまりにも安く砂糖を生産するとして、イギリス国内の砂糖の価格が下ることを恐れた、もとからのイギリス領の砂糖プランテーション関係者の反対で、けっきょくカナダと交換されることになったことは、前にも説明しました。

　それにしても、パリ条約は、イギリスが世界の貿易の支配権を握ったことを意味しました。それだけ、植民地の富がイギリスに流れ込むことになったのです。イギリスの商人たちは、奴隷貿易でかせぎ、奴隷のつくった砂糖の取引でかせぎ、砂糖プランテーションへのイギリス製品の輸出でも、かせいだのです。イギリスが、ますます「豊かな社会」になっていったことはいうまでもありません。

黒人サマセットへの判決

　この章の冒頭に登場したホガースという画家は、友人と協力して、ロンドンにかわいそうな捨て子を拾って育てるための施設をつくるなど、ボランティア的な活動に力をそそいだ人物でした。彼が奴隷制度そのものについてどのように考えていたかは、いまひとつはっきりしませんが、彼の友人のなかには、のちに、イギリスで困窮した黒人たちをアフリカに送り返す運動を展開して、西アフリカにシエラレオネ植民地(いまは独立国となっています)をつくったジョナス・ハンウェイなどもいましたから、彼自身も奴隷解放を願っていたのかもしれません。

　ただ、一八世紀のイギリスでは、もっとはっきりとした態度をとる人びとも現れました。クエーカー教徒やメソディスト派など、活発に活動した、比較的新しいキリスト教信者の集団が、黒人奴隷の立場に同情を示すようになったのです。たとえば、シャープ兄弟は、とくに熱心にイギリス国内の黒人の救済活動を展開しました。このような人びとの努力が実って、一七七二年には、逃亡した黒人の召使いであったジェイムズ・サマセットに対して「イギリス本国にいるかぎりは、黒人は奴隷ではない」という判決が下されました。これは、イギリス本国内では、奴隷制度は存在しないことを確認した、画期的な判決でした。

　もっとも、イギリス領のカリブ海の植民地では、奴隷貿易は一八〇七年に廃止されたものの、黒人奴隷制度そのものは、のちの一八三三年まで廃止されませんでした。イギリス人にとって、「奴隷のつくった安い砂糖」への執着が、あまりにも強かったからでしょう。つい最近までトリニダード・トバゴの首相であった歴史家エリック・ウィリアムズのいうとおり、「砂糖のあるところに、奴隷あり」だったのです。

カリブ海で最初の黒人国家ハイチ

　黒人の地位の向上という点では、フランス領の植民地で驚くようなことが起こりました。一七八九年にはフランス革命が始まり、つづいてナポレオン戦争として知られる戦争がつづいたので、フランス本国は大混乱におちいりました。このため、本国フランスの政府には、地球の裏側にあたるカリブ海の問題を考える余裕は、ありませんでした。この[image: 隙]間を利用して、フランス領のカリブ海植民地では、「ムラトー」とよばれた黒人と白人の混血者たち[image: ──]彼らもひろくは、黒人に分類されていました[image: ──]をリーダーとする反乱が起こりました。とくに、いまのハイチとドミニカ共和国のあるサン・ドマング(エスパニョラ)島でも、トゥーサン・ルーヴェルテュールを指導者とする大反乱が起こりました。




　この反乱は、トゥーサンが逮捕されて失敗に終わりましたが、一八〇四年、彼の部下であったデサリーヌのもとで、ついに独立が宣言されました。最初の黒人独立国家ハイチが成立したのです。一七七〇年代のアメリカ合衆国の独立と、一八三〇年代に集中する中南米諸国の独立のちょうど中間に起こった独立劇でした。ただ、合衆国や中南米諸国[image: ──]メキシコやアルゼンチン、ペルー、ブラジルなど[image: ──]は、ヨーロッパからきた白人が主体となって独立しましたので、黒人が主体となった国家は、長いあいだハイチがただひとつの例となりました。

糖蜜とラム酒[image: ──]北アメリカ植民地の不満

　砂糖の生産は、プランターや商人にとって大きな利益になりましたが、利益は、製糖の途中で生じる副産物でも上がりました。かんたんにいってしまえば、収穫した砂糖きびを、畜力や風力でゆっくり回転させた臼うすで絞り、これを何度も煮詰めて結晶をとりだすのが砂糖の生産過程ですが、その過程で、結晶しなかった残りかすとして糖蜜(モラセス)というものがとれます。

　イギリス人や北アメリカ植民地の人びとは、これを高級な蜂蜜の代用品として、パンに塗って食べることもしましたが、その多くは、醸造され、ラム酒という強いアルコール飲料に変えられました。ラム酒は、アフリカの人びとやカリブ海につれてこられた奴隷たちにも、また、開拓時代のきびしい生活環境にあった植民地の人びとにもたいへん人気がありましたので、カリブ海から北アメリカやアフリカへの重要な輸出品となりました。

　はじめのうちは、ラム酒と糖蜜はカリブ海からイギリス領の北アメリカ植民地に輸出され、代わりに穀物や木材などを入手していたのですが、奴隷がふえるにつれて、カリブ海の植民地でも消費量がふえ、一八世紀からは、イギリスやアイルランドにも大量に輸出されるようになりました。アフリカでは、ラム酒が奴隷と交換されました。

　イギリスでは、フランスとの対抗上、一七世紀末からフランスの特産物であったワインの輸入をほとんど禁止するようになりました。その代わりは、ポルトガル産のワインですますことにしたのでしたが、そのほかラム酒もその代用として、ひろく使われるようになったのです。一八世紀のイギリスでは、パンチというアルコール性の飲み物がはやりました。ワインやウィスキーにいろいろなくだものを入れたものです。ラム酒はこの材料としてもおおいに利用されました。いま日本の喫茶店などにある、フルーツ・パンチとかフルーツ・ポンチなどというものは、アルコールの入っていないものですが、当時のイギリスでは、強いアルコール飲料だったのです。イギリス人がフランス産のワインに戻るのは、一八六〇年に関税が大幅に下げられてからであったといわれています。

　一八世紀前半のイギリスでは、ウィスキーにジャニパベリーという香料を入れたジンが安く出回り、多くの人がアルコール中毒にかかったので、そのことが深刻な社会問題になっていました。ホガースがジンの飲酒をやめ、アルコール分の少ないビールにしようというキャンペーンのために描いた、悲惨な「ジン横丁」と、すばらしい「ビール通り」の組絵(版画)はたいへんよく知られています。さすがに、一八世紀中ごろになると、「ジン規制法」が出されて、ジンの取締りがつよめられましたが、ラム酒やパンチは、この法律にもひっかからなかったため、大量に用いられたのです。

　北アメリカ植民地の人びとからみると、砂糖もそうですが、じつはフランス領カリブ海産の糖蜜やラム酒のほうがよほど安かったのですが、イギリス領のプランターたちが本国の政府に圧力をかけ、フランス領でつくられたものは輸入させないようにしました。一七三三年にイギリス議会が決めた糖蜜法(糖蜜条例)とか、少しあとの砂糖法(砂糖条例)などが、その目的のために制定されました。こうして、北アメリカ植民地も、これらの商品の大きな市場でありつづけました。

　しかし、本国政府とカリブ海の砂糖プランターたちが、自分たちに都合のよいように北アメリカ植民地の貿易を規制したことで、北アメリカ植民地の人びとは不満をもつようになりました。このことが、やがて、一七七〇年代のアメリカ一三植民地の独立運動につながっていくのですが、そのことにはすでに少しふれました。

日本の砂糖業

　話は少し脱線しますが、このあたりで、日本の砂糖業についても、まとめて少し触れておきましょう。日本に砂糖が最初に伝わったのは、中国の隋ずいからではないかと思われますが、はっきりしたことはわかりません。その中国には、インドから入ってきたのではないかともいわれています。

　しかし、日本人が本格的に砂糖とつき合うようになったのは、ポルトガル人がもたらしたお菓子類からでした。砂糖きびの栽培がはじまり、国産の砂糖がつくられはじめたのは、江戸時代のことでしょう。もっともはやく成功し、こんにちまでつづいているのは、むろん奄あま美み　大おお島しまや琉りゅう球きゅう(沖縄)のものです。いまの鹿児島県にあたる島津([image: 薩]さつ摩ま　)藩は、奄美大島を支配し、琉球をも半ば支配下においていましたので、日本最大の砂糖生産地をかかえることになりました。




　当時、砂糖は、薬品ともみなされるくらい、夢のような食べ物でしたから、こんにちでは信じられないほどの利益が上がりました。このため、[image: 薩]摩藩は砂糖を藩の専売とし、自由な取引は認めませんでした。こうして、砂糖を財源にすることができた島津藩は、幕府にも対抗できるほどの財力をえたのです。この藩が、明治維新の中心のひとつになったのは、ここにも遠い要因があったのです。

　砂糖きびの栽培がよりひろくひろがったのは、とくに一八世紀のはじめに、八代将軍徳川吉よし宗むねがつよく奨励してからでした。吉宗は各藩に砂糖きびの苗を渡し、栽培の実験をさせたのです。その結果、いまの四国、中国地方、近畿などの各地で、砂糖きびが栽培され、たいへん繁栄しました。琉球の砂糖はおおかた黒糖でしたが、一九世紀前半になると、いまの香川県と徳島県にあたる讃さ　岐ぬき、阿あ　波わ　などで、精白糖がつくられました。このような日本特有の精白糖を「和白糖」といいます。

　明治になって、外国産の砂糖が大量に流入すると、琉球をのぞいて、もともと気候がそれほど適していない日本の砂糖きび栽培は、ほとんどこれに対抗できず、消滅していきました。ただ、「和白糖」のなかでも、とくに高級品であった讃岐や阿波の「和わ　三さん盆ぼん」は、その後も珍重され、生き残ってきました。

　日本の砂糖の話は、ここらでひとまずおくとして、つぎにヨーロッパ、とくにイギリスで、砂糖消費の意味が大きく変化する一九世紀はじめの時代に移りましょう。






主食と副食

　ヨーロッパの人びと、とくにイギリス人は、どんな食事をしているのでしょうか。たいていの人は、「ヨーロッパ人の主食はパンです」とか、「パンと牛肉が主食です」などと答えるようです。

　しかし、このような答えは、まちがいというべきでしょう。そもそも、「主食」と「副食」というような考え方が、ヨーロッパにはないからです。だいたい英語にも、フランス語にも、「おかず」などという言葉はありません。ご飯が「主食」で、「ご飯を食べる」ことこそが、食事をすることだという日本人の感覚は、ヨーロッパでは通用しません。「ご飯」という言葉が、「食事」の意味にも、「煮込んだ米」の意味にもとれるということが、日本の食生活の特殊性を示しています。反対に、ヨーロッパ人なら、日本人が「おかず」と思うようなものばかりをいろいろ食べても、それで「食事」になっているのです。

　むろん、パンも食べますが、それもいろいろな食べ物のなかのひとつというべきでしょう。アメリカから「コロンブスの交換」でヨーロッパにもたらされたジャガイモであっても、同じような道を通ってきたトウモロコシであってもかまわないし、場合によっては、それがバナナであっても、またはステーキのような畜産物であっても、「食事」は成り立ったのです。「主食」と「おかず」の区別のある国は、世界中でもむしろ少ないのかもしれません。反対にヨーロッパ人の場合は、ヨーロッパの農業が、多くの場合、穀物栽培と牧畜の混合になっていましたので、「雑食」性になってしまったのでしょう。

　そのように考えると、砂糖も食品として、たいへん大きな意味をもったことになります。紅茶や砂糖の話題は、イギリス人の生活ぶりからすると、穀物の話題と同じくらい重要なことなのです。じっさい、いまでもイギリス人は、平均してカロリーの一五パーセントから二〇パーセントを砂糖からとっている、とさえいわれているのです。イギリス人は、食事の最後に砂糖をたっぷり使った「スウィート(甘いもの)」というお菓子類を食べるのがふつうですし、紅茶にも砂糖をたっぷり入れて飲む人が、多いからです。

　砂糖は、どうでもよい嗜好品ではなく、有力なカロリー源となっているうえ、紅茶と組み合わせられて、「イギリス風朝食」の基本となり、産業革命時代のイギリス人の生活の基盤になったのです。

夏目漱石とジョンソン博士を閉口させたポリッジ

　まずなによりもはじめに知っておくべきことは、食事の習慣などというものも、歴史的には、私たちが想像するより、ずっと激しく変化するものだということです。たとえば、ここで検討しようとしている朝食についても、もともとイギリス人は、中世いらい一日二食でしたから、朝食というものを食べていなかったといわれています。一日三食の習慣ができ、食事の時間帯も、いまのようになったのは、一七世紀中ごろからのことだと思われます。もっとも、いまでも日本では、正午から一時までが昼食の時間になりますが、イギリス人の昼食は午後一時から二時までのあいだです。

　しかし、それにしても、その後も朝食がどんなに変化しやすいものであったかについて、おもしろいエピソードが残っています。登場人物は、東京帝国大学の英文学の先生であり、『吾輩は猫である』などを書いた明治時代の文豪でもあった夏なつ目め　漱そう石せきと、すでに何度か登場した、イギリスの文学者ジョンソン博士です。

　一九世紀も後半になってロンドンに滞在した夏目漱石は、悪名高いイギリスの食事に音ね　をあげ、ジョンソン博士を引き合いに出して、皮肉たっぷりの手紙を日本に送っているのです。助手に雇ったスコットランド人をからかうことを、楽しみのひとつにしていたジョンソン博士は、彼の編集した有名な英語辞書のなかに、「オート麦」という項目を設けました。「オート麦」というのは、麦類のなかでも下級なものですが、イギリス人の朝食によくに出てくる「ポリッジ」とよばれる、一種のお粥かゆのような食べ物の材料です。「ポリッジ」は、当時のことはよくわかりませんが、いまでは砂糖を入れて、ミルクで溶きながら食べるのがふつうです。それでもお世辞にも、おいしいものではありません。

　ところで、ジョンソン博士は、スコットランド人をからかって、その辞書に「オート麦とは、イギリスでは馬に与えているが、スコットランドでは人が食べている穀物」と書きこんだのです。しかし、およそ一〇〇年後に、ロンドンに留学した夏目漱石が出くわしたのは、毎朝食卓に出てくる「ポリッジ」でした。つまり、この一〇〇年ほどのあいだに、スコットランドどころか、イギリス南部のロンドンでさえ、「ポリッジ」がふつうの朝食になっていたわけです。そこで漱石はすかさず、「さては、イギリス人がすべて馬になったらしい」と、日本の友人に書き送って、うさばらしをしているのです。

　ジョンソン博士が活躍した時代と、漱石がロンドンに留学した時代とのあいだには、一八世紀末から一九世紀はじめにかけて「産業革命」といわれる大きな社会の変化が起こりました。これまでの家のなかで行なわれていた手工業に代わって、工場がふえ、機械や蒸気機関のような動力が用いられるようになって、工業や鉱山業が急速に発展したのです。蒸気機関は、交通機関にも応用され、鉄道が全国を走るようになりました。それにつれて、ロンドンはもとより、リヴァプール、マンチェスター、バーミンガムなどという都市が大発展をとげました。こうして、イギリスでは、都市に住み、工場で働く労働者のほうが、農民の数よりも断然多くなっていったのです。

　ほかでもないこの時期に、じつは「ポリッジ」のほか、「砂糖入り紅茶」を中心とする「イギリス風朝食」(イングリッシュ・ブレックファースト)が、生まれたのです。つまり、半世紀ほど前のジョンソン博士の時代には、ぜいたく品だとか、麻薬のような「毒」だとかいわれて、ウェスレイのようにその使用に反対する人が多く、大論争を巻きおこした「砂糖入り紅茶」が、この時代には、労働者のふつうの朝食となってしまったのです。

　ところで、「イギリス風朝食」の特徴は、何よりもヨーロッパ大陸のもの、つまり「コンティネンタル・ブレックファースト」にくらべて、「重い」ことです。現在の「イギリス風朝食」は、ベーコンや卵がつき、トーストもついていることが多いので、昼食より重い感じもします。このように「重い」朝食は昼間、からだを使って働く労働者には、適しているのだといわれています。

　また、この時代には同時に、昼食と夕食のあいだが開き、それをうめるために、「アフタヌーン・ティー」や「ティー・ブレイク」の習慣も生まれました。午後四時ごろにひと休みして、ビスケットなどといっしょに紅茶を飲む習慣です。ですから、このころになるとイギリス人は、一日四食になったというべきなのかもしれません。

　「聖月曜日」の撲滅と都市労働者の生活

　それでは、このような変化は、どうして起こったのでしょうか。この理由を考えるには、都会の労働者たちの生活がどんなものであったかを、いろいろな角度からみなければなりません。

　「産業革命」が進むにつれて、イギリス人の多くが都市に住むようになりました。一九世紀の終わりごろまでには、おそらくイギリス人の四人のうち三人までが、都会の住民となったでしょう。

　農村では、共同の所有地であった山林などで、自由にたきぎをとり、家畜を飼うことができましたが、「囲い込み」(エンクロージャー)といわれる運動が起こって、こうした共同で使える土地がなくなってしまったために、人びとは農業を捨て、都会に出たのだという意見があります。この意見には反論もありますので、どれくらい正しいかはよくわからないのですが、理由はともかく、たしかに都会の人口が圧倒的に多くなったことは事実です。しかも、そのために、イギリスの民衆の生活環境がすっかり変わってしまったことも、まちがいありません。

　都会の労働者の住宅は、狭くて、汚く、トイレも水道もないのがふつうでした。しっかりした調理のできる台所もありませんでした。二軒が背中合わせになっていたために「バック・トゥ・バック・ハウス」とよばれた彼らの住宅の悲惨な状況については、マルクスの親友であったエンゲルスが『イギリスにおける労働者階級の状態』という書物に詳しい記録を残していて、よく知られています。




　都会の労働者には、無料で採取できる燃料もむろんありませんから、店で石炭を買ってこなければなりませんでした。ということは、お金がなければ、暖をとることもむずかしいということです。短い時間で、きちんとした朝食を準備するなどということは、まったく不可能でした。ふつうは、暖炉の上に鍋をかけて調理をするようなかたちだったのでしょう。ですから、自宅でパンを焼くなどということは、なおさら考えられないことになりました。パンも店で買うほかなかったのです。

　人びとの生活の場が、農村から都市に変わったことで、もうひとつ著しく変化したことがあります。それは、時間をどの程度正確に守らなければならないかということです。農村の生活は、季節によって農作業などの手順は決まっていましたが、細かい時間の使い方は、むろん個人の自由にまかされていました。農民は、天気のよいときにしっかり働き、雨が降れば休まざるをえないところもありました。日本でも「晴せい耕こう雨う　読どく」という言葉があるのは、そのことを指しています。

　同じように、伝統的な職人の世界も、「職人気質か た ぎ」などと称して、個人の行動の自由がかなり認められていました。週末に飲んだくれ、二日酔いの月曜日はほとんど仕事をしないという、「聖月曜日セント・マンデイ」の慣習もひろく認められていました。はやり歌にも、こんな文句がありました。

月曜日は日曜の兄弟さ。

火曜日も似たようなものさ。

水曜日には、教会でお祈りでもしなきゃ。

木曜は半休に決まっているし、

金曜日では、糸つむぎには遅すぎる。

土曜もむろん半休さ。

　しかし、工場制度がひろがると、時間を厳格に守ることが要求されるようになりました。半分酔っ払って、遅刻ばかりしてくるような労働者がいるようでは、工場は経営できません。だから、「聖月曜日」に象徴されるような、時間にルースな生活は認められなくなりました。

　そうなると、朝食は簡単に準備ができて、しかも、すぐに元気が出るようなものでなければならないことになりました。「晴耕雨読」や「腹時計」のような、自分の自然な都合によるのではなく、機械時計の刻む時刻を正確に守って行動するということは、それに慣れていない人には、たいへんむずかしいことなのです。

　私たち、いまの日本人にとっては、そんなことはたいしたことではないように思えますが、日本人でも、江戸時代はそうではありませんでした。明治以降、長い期間をかけて、日本人全体がそのようになってきたのです。それに、個人的にいえば、保育園や幼稚園のときから、大学を卒業するまで、「遅刻は罪悪」だと教育されてきた結果、日本の大半の大人は、機械時計の時刻にそって、正確に活動できるようになっているのです。

　そのうえ、こんなこともありました。産業革命がすすんで、都市が人びとの生活の中心になると、労働者の家族はそのほとんどが、家庭の外に仕事をもつようになりました。母親も、子どもたちも、それぞれにどこかで雇われるようになったのです。この点でも、長い時間をかけて朝食の準備をする余裕は、なくなってしまったのです。

　「イギリス風朝食」の成立

　産業革命後のイギリスで、都市労働者の生活条件に見事に合ったのが、紅茶と砂糖と、店で買うパンやポリッジの朝食でした。ポリッジも、お湯さえ沸かせればかんたんにつくれます。産業革命の時代、つまり、一九世紀のはじめごろの労働者の民衆の生活ぶりについて、詳しい聞き書きを遺したヘンリ・メイヒューという人がいます。もとは、有名な小説家のディケンズと同じ新聞社に勤めていたこともある、新聞記者だった人です。このメイヒューによれば、ロンドンの街路には、ありとあらゆる種類の屋台の簡易飲食屋が、開業していたといいます。むろん、おおかたの労働者は、自宅で朝食をとっていたのですが、このような屋台がはやったということは、自宅で朝食をつくれない人も多かったことを示しているのでしょう。

　それはともかく、「砂糖入り紅茶」をベースとする「イギリス風朝食」は、きちんとした台所がなくても、お湯さえ沸かせれば、なんとか用意することができました。しかも、とくに紅茶と砂糖は、カフェインを多く含む即効性のカロリー源として、決定的な意味をもっていました。「聖月曜日」の慣習がシンボルとなっている、産業革命前のいい加減な労働時間の管理が、ビールに近いエールや、ウィスキーがもとになっているジンなどの飲酒の習慣とつながっていたのと、好対照になっているといえましょう。

　即効性という意味では、朝食のみならず、仕事の合間の「ティー・ブレイク」も、同様の意味をもっていました。朝から十分なカロリーを補給し、ぱっちりと目の醒さ　めた状態で働ける労働者、それこそは、工場経営者が絶対に必要としていたタイプの労働者だったのです。

　こうして、カフェインを含む紅茶と高カロリーの砂糖、砂糖からつくられたジャムと糖蜜[image: ──]伝統的に高級品のイメージのつよい蜂蜜のまねをした、もっとも初期の典型的な「代用食」です[image: ──]などは、イギリス人の生活に欠くことのできない基礎食品となりました。イギリス人の労働者は、しばしば食事を「ホット・ディッシュ」、つまり「温かい食事」と「コールド・ディッシュ」に区分します。温かい食事は、温かいというだけでご馳ち　走そうなのです。冷たいパンを、一瞬にして「ホット・ディッシュ」に変えてしまう、一杯の「砂糖入り紅茶」がなければ、一九世紀イギリスの工業都市における労働者の生活は、成り立たなかったはずなのです。

　もっとも、紅茶そのものはカロリーがないうえ、価格も高いというので、はじめのうち、栄養学者などのあいだでは、きわめて評判が悪い食品でした。当時のデータでみると、一ペニーで買物をするとして、何カロリー分の食品が買えるかをみると、ジャガイモなら一〇〇〇カロリーも買えるし、ポリッジでも八八〇カロリーは買えるが、砂糖は価格が高いので二〇〇カロリー足らず、紅茶はむろんカロリーなしだというのです。もっと安上がりで、栄養価の高いジャガイモとポリッジを中心にした、イギリス北部に多くみられる食事に対して、こうした食事は、主としてロンドンなど、南部の都市からひろがりはじめたといわれています。

　しかし、このように高価なのにカロリー不足の食事には、ある種の身分の印、つまり「ステイタス・シンボル」的な意味がふくまれていましたから、批判はあっても、人びとはそれをあきらめたりはしませんでした。結局は、北部からひろがりはじめた「貧民の食品」(オート麦やジャガイモ)と、「高価な食品」(茶や砂糖)とがかさなりあって、近代イギリス庶民の「朝食」が成立することになるのは、ロンドンにおける夏目漱石の経験がよく示しています。

　一九世紀はじめの調査では、全国の一一七軒の労働者の家庭で、一週間に一度も紅茶が出なかった例は一〇例しかなく、砂糖を使わなかったのは、一四例しかありません。小麦粉が食卓にのぼらなかった例は一六例ありますので、砂糖と紅茶は少なくとも小麦粉のパンと同じくらいには普及してしまったといえるのです。ちなみに、ジャガイモ不在のケースも一四例みられます。ですから、とりあえずは、「砂糖入り紅茶」について検討してみましょう。

　「近代世界システム」のなかの朝食

　「砂糖入り紅茶」の朝食は、いわば地球の両側からもちこまれた、二つの食品によって成立しました。いいかえれば、イギリスが世界商業の「中核」の位置をしめることになったからこそ、このようなことが可能になったのです。都市からはじまった「イギリス風朝食」は、やがて農村にもひろがっていきますが、イギリスの農民でさえ、紅茶や砂糖を朝食に使うようになったことは、考えてみると、不思議な感じがします。イギリス国内の農民のつくる穀物などより、奴隷のつくる砂糖のほうが、地球の裏側から運んできたとしても安上がりになったということですから。

　文字通り、世界はひとつになったのです。しかも、イギリスは、その中心にどっかり座ったことになるのです。イギリスの都市労働者の日常生活はもとより、農民の生活さえもが、世界貿易なしには成り立たなくなったのだ、ということもできます。このような世界のあり方を、「近代世界システム」とよんでいます。

　紅茶は、一七世紀に、イギリスの王室をはじめとする上流階級、とくに貴婦人のあいだの「ステイタス・シンボル」として、スタートしました。しかし、近代世界システムのはたらきによって、紅茶も、砂糖も、しだいに下層民衆にまで普及していったわけで、ついにそれらは、産業革命時代のイギリス都市労働者のシンボルにもなってしまったのです。

　こうして、「砂糖入り紅茶」は、一九世紀になるとジェントルマン階級のシンボルとしての意味と、工場労働者に代表される民衆の労働や生活のシンボルとしての意味を、あわせもつという、ちょっとみたところ、奇妙なことが起こったのです。カリブ海におけるアフリカ人奴隷の労働やアジアの貧しい農民は、当初、イギリスのジェントルマン階級のステイタス・シンボルを提供していたはずなのに、ついには、都市のスラムのような生活環境のなかで、きびしい労働時間に追われる、イギリス労働者の生活そのものを支えることになったのです。

　世界で最初の産業革命はたしかにイギリスに起こりましたが、それはイギリス人だけが勤勉だったからそうなったのではありません。イギリスの産業革命は、近代世界システムのうえにこそ成立したのです。

　「砂糖入り紅茶」の二つの意味

　「砂糖入り紅茶」は、こうして上流階級、つまりジェントルマンたちのシンボルとしての意味と、労働者の生活必需品としての意味という、二つの意味をもつことになりました。

　一七世紀から上流階級の女性のあいだにひろがり、上品さのシンボルとなった「ハイ・ティー」の習慣は、けっきょく、こんにちの「アフタヌーン・ティー」のかたちに落ち着きました。これに対して、労働者階級のあいだでは、仕事の中なか休やすみとして「ティー・ブレイク」がはじまりましたが、こちらは、まさしくその性格からして、即効性のカロリー補給と、元気を出させる興奮剤という意味をもたされていました。このような必要性のために、「砂糖入り紅茶」は不可欠となったのです。この習慣も、いまではしばしば「ハイ・ティー」という、いささか「上品な」名でよばれることもあるために、混同されがちですが、両者は、まったく別の社会的意味をもっていることがわかるでしょう。

　ウェッジウッドなどブランドものの焼き物や、さらに高価な中国の焼き物を用い、きれいなデザインのティー・タオルや銀のスプーンを使い、慎重で複雑にブレンドされた紅茶を用いて、立派な庭園や宴会場で飲む、一七世紀いらいの上流階級の「ハイ・ティー」にくわえて、いまや、ぎりぎりの「元気のもと」としての労働者の紅茶が生まれたのです。後者のばあい、茶の葉はにせものくさいものも多かったでしょう。茶の木はイギリスでは育たないにもかかわらず、「イギリス産のお茶」という奇妙なものも売り出されていたのですから。

　上流階級の「お茶」には、日本の茶道というほどではありませんが、いろいろな「作法」もできていました。お茶のたて方そのものについてもうるさいことをいうようになりました。飲み方はなおさらです。ティー・カップには、いまの日本でもかならず、下に敷く受け皿(ソーサー)がついています。日本人は、そこにスプーンや角砂糖や、ときにはスライスしたレモンをのせたりしますが、あれはほんらい、もっと深いもので、熱い紅茶をあの受け皿にあけて、冷まして飲んだのです。「紅茶を受け皿で」というのが、イギリスらしい飲み方だとは、日本で出版されている本にもよく書かれていることです。

　しかし、産業革命時代のマンチェスター近郊の町の工場で働く女性たちが、「ティー・ブレイク」をしている、よく知られた絵があります(本章の扉絵参照)が、これをみると、女工さんたちは、ほとんど片手で持てるマグ・カップで紅茶を飲んでいます。ここにも、上流階級のお茶の飲み方と、下層階級のそれとは、まったくちがうものであったことが現れているように思います。むろん、下層の人たちも、可能なかぎりは、ソーサーつきのティー・カップでお茶を楽しんだことも事実なのですが。




　工場などの経営者にとっては、都市労働者が紅茶の朝食をしてくれるとどんなによいことがあったかは、いろいろな方面から明らかにできます。たとえば、チャドウィックの公衆衛生にかんする報告書というものがあります。エドウィン・チャドウィックは、一時はその悪臭に耐えかねて、議会さえ休会になったというほど、公害汚染のはなはだしかった、ロンドンのテムズ川などの改善に力を入れた人物です。彼の報告書のなかに登場する証人、ジョン・フォウラーは、つぎのように証言しているのです。

　「いまでは、ウィスキーはもとより、ビールを飲む習慣も、おおいに減ってきていると思います。[image: ……]紅茶とコーヒーがよく飲まれているからです。近年は、わたしの知っているかぎり、昼からビールを飲むことはほとんどなくなりました。コーヒー・スタンドの設立は、人びとの健康とモラルにとって、きわめて有益であると思います。それが、人びとを飲み屋(パブ)から引き離すことになるでしょうから」

　栄養学者がどんなに非難しても、「砂糖入り紅茶」は、産業革命時代の人びとには、何ものにも代えがたい意味があったのです。私の計算では、一八世紀末の段階でも、イギリス人はすでに平均してフランス人の八～九倍の砂糖を消費していました。その摂取量は、一九世紀になるとさらに激増し、イギリス人は世界一級の「砂糖食国民」になっていきました。一九七〇年代の統計によると、平均の砂糖消費量では、イギリスは、アイルランドやオランダとならんで、世界のトップ・ランクにあり、一人当たり年間およそ一〇四ポンド(約四七キログラム)強とされています。イギリス人にとって砂糖は、どうでもよい嗜好品などではなく、必需品となったのです。






イギリスの穀物政策の転換

　一九世紀はじめのイギリスは、世界で最初の産業革命にほぼ成功し、その完成期に入っていました。この時代は、いまや世界経済の「覇者」となりはじめていたこの国の食糧政策が大転換を遂げつつある時代でした。それだけに、むろん、すでにみたように、食生活そのものにも大きな変化が起こりました。産業革命にともなって、都市が発達したことの反映なのでしょうが、穀物にかんする世論が生産者、つまり地主や農業経営者を保護する立場から、都市の労働者を中心とする消費者を保護する方向へと、急速に傾いていったのです。

　つまり、これまでは、穀物の値段が下がりすぎると地主などが困るので、下がりすぎないようにすることを考えていたのですが、しだいに、穀物価格が上がると労働者や労働者を雇っている工場経営者が困るので、上がりすぎないようにしよう、ということになってきたのです。

　もともと、穀物が下がりすぎないようにする政策として、穀物法というものがありました。この法律そのものは、一九世紀になって成立したものでしたが、そのもとになったものは一七世紀からありました。穀物価格がある限度をこえて下がると、奨励金をつけて無理にでも外国に輸出してしまうという法律(「穀物の輸出奨励金制度」)が、それでした。

　それよりさらに前のイギリス、つまりエリザベス一世の支配していた一六世紀などでは、むしろ穀物の輸出を制限するなど、消費者保護の政策が採用されていました。しかし、一七世紀中ごろ、つまりクロムウェルの革命のころを境に、地主であるジェントルマンが政治の実権を握ったので、地主など、生産者を保護する政策に転換していたのです。

　しかし、一八世紀末から産業革命が起こって、都市で生活をする労働者がふえると、彼らの賃金を低くしておきたい工場の経営者は、穀物法にはつよく反対するようになりました。産業革命の中心は、綿織物工業の発達したマンチェスターなどにありましたから、穀物法に反対する動きも、国会議員であったコブデンやブライトら、「マンチェスター派」といわれる人びとが指導することになりました。彼らが結成した反穀物法同盟が、この動きを強力におしすすめたことはいうまでもありません。

　穀物法は、ついに一八四六年になって廃止されました。穀物法に守られていたおかげで、イギリスの穀物は、国際価格に比べてひどく高くなっていましたから、これでイギリスの穀物価格は下がり、「安上がりの食事」をもたらすものと期待されました。そうなれば、賃金も下げることができ、工業製品のコストが下がって、輸出競争には有利になると考えられたのです。消費者の立場に立った政策になったという点では、クロムウェル以前にもどったのだということもできます。

　穀物法を廃止したことは、農業を保護するより、工業を保護しようということだったのですから、イギリスは穀物を東ヨーロッパやアメリカ合衆国や南アメリカから、どんどん輸入するようになっていきます。その結果、二〇世紀になるとついに農業人口は、数パーセントというところにまで低下してしまうのです。こうなると、ますます都市の労働者の生活を守ることが必要になりました。

過保護の砂糖と独占された茶

　少し長くなってしまいましたが、これとまったく同じことが、いまでは都市の労働者の生活に欠かせない食品となった砂糖や紅茶についても、いえるのです。

　産業革命がはじまると、「砂糖入り紅茶」は労働者のふつうの朝食となり、「ティー・ブレイク」がひろがった、といいました。しかし、そうはいっても、なお、茶も砂糖も、労働者にとってはかなり高価なものでもありました。たとえば、イギリスの砂糖は、フランスのそれよりはるかに高く、国際市場ではまったく競争力がなかったのです。フランスは、マルチニク、ガドループという二つのカリブ海植民地とサン・ドマング(エスパニョラ)島で、効率的な砂糖生産をしていたうえ、本国内ではワインがふつうの飲み物となっていて、砂糖の消費はあまりひろがっていなかったからです。

　他方、イギリスはカリブ海の多数の植民地で、砂糖プランテーションを展開していましたが、砂糖に対する需要が強かったことが、価格が高いままであったひとつの理由です。しかし、イギリスに帰ってしまったプランターたちが、本国内で強力な圧力団体をつくって、議会に働きかけたために、イギリス領植民地の砂糖生産が数々の保護立法に守られて特権的な立場にあったことのほうが、もっと大きな原因でした。糖蜜法や砂糖法という法律もそうでしたが、何よりも、極端に高い砂糖関税が問題で、外国産の砂糖はほとんど入ってこられないようになっていたのです。

　「西インド諸島派」とよばれたこの圧力団体は、イギリス議会に四〇人もの議員を送りこんでいるといわれていました。西インド諸島というのは、当時のイギリス人がカリブ海のことを、そうよんでいたのです。

　砂糖植民地がいかに保護されていたかは、アメリカ独立戦争のころの北アメリカ植民地と比較すると、よくわかります。北アメリカにも、メリーランドやヴァージニアのように、タバコ・プランテーションが展開したところはありましたが、タバコ・プランターはイギリスへ帰ってしまうことはありませんでした。だから、「世界商品」をもたないためにイギリスからあまり相手にされなかった北部のニューイングランド植民地と同じように、本国の議会に代表を送ることはできませんでした。

　「イギリス議会に議員を送っていない以上は、税金など払う必要もない」と主張した「代表なくして課税なし」というスローガンは、ニューイングランドの人びとが掲げたのですが、タバコ植民地のプランターにも、共鳴できるものでした。むしろ「代表されすぎていた」ために、保護されすぎていた西インド諸島の砂糖プランターとは、この点で決定的にちがっていたのです。

　こうして、穀物と砂糖は、こんにちの日本のコメと同様に、「過保護」状態にあったわけで、やはり、いまの日本のコメと同じように、国際的な価格からは、かけ離れて高くなっていたのです。

　事情はちがいますが、東インド会社の強固な独占体制に守られた茶も、よく似た状況にありました。一八世紀に、オランダなどによるイギリスへの茶の密輸が激しかったのは、合法的に輸入された茶が、高関税のせいで、異様に高価になっていたからです。イギリス国内の圧力団体である「西インド諸島派」を打倒することと、東インド会社の独占権をなくすことが、「マンチェスター派」のいちばんの目標になったのも当然でした。

　「安価な朝食」へ

　「西インド諸島派」への攻撃は、まずは奴隷貿易や奴隷制度への批判というかたちをとりました。そういうやり方なら、宗教的な立場から奴隷貿易や奴隷制度に反対している人たちと、いっしょに行動できたからです。宗教的な立場から奴隷貿易や奴隷制度の廃止をおしすすめたグループとしては、「クラパム派」とか「聖人たち」とかよばれた福音主義者たちがよく知られています。このグループとつながっていた国会議員のウィリアム・ウィルバーフォースやその友人トマス・クラークソンの活躍はとくにめざましいものでしたし、一九世紀はじめまで首相であったピットも同じような立場をとっていました。その結果は、一八〇七年に奴隷貿易の廃止となって実りました。一八三三年には、イギリス領植民地全域で奴隷制度そのものも廃止されました。

　奴隷制度が廃止されると、カリブ海のプランテーションは崩壊し、あれほど強力だった「西インド諸島派」も消滅してしまいました。砂糖の特とっ恵けい関税(イギリス領の植民地にとくに有利な関税)も、一八四〇年代につぎつぎと引き下げられました。もとは原価の倍ほどの関税がかけられていたのが、一八四四年には三〇パーセントに引き下げられ、一八五二年には、イギリス領植民地の砂糖と外国産の砂糖の関税が同率とされました。「朝食を無税に」という、「マンチェスター派」のスローガンは、見事に達成されたのです。

　ほぼ同じころ、東インド会社による茶の貿易独占も廃止されました。

　穀物法の廃止や砂糖関税の引下げ、東インド会社の貿易独占の廃止などは、自由貿易の政策だということができますが、別の言い方をすると、世界システムを利用して「安価な朝食」を確保することを狙ねらったものだったということもできるのです。

奇妙な逆転

　イギリス植民地の奴隷制度廃止が、「安価な朝食」の確保を目的としていた証拠は、むしろ、その後の政治的な動きをみると、いっそう明らかになります。宗教的な立場や人道主義的な立場からすれば、奴隷制度の廃止は、イギリス領以外の植民地にもおよぶべきでした。イギリス領以外の植民地でも、奴隷制度などあってはならかったはずなのです。ところが、じっさいには、「マンチェスター派」の人びとは、そういう運動はしなかったのです。

　一八三三年にイギリス領における奴隷制度が廃止されてしまうと、これまで奴隷制度を守ろうとしてきたイギリス領植民地のプランターなど、「西インド諸島派」の人びとは、外国領の植民地でも奴隷制度を廃止させなければ、自分たちだけが奴隷を使えないのでは不公平だと訴えました。とくにブラジルやキューバの奴隷制度を廃止させなければ、自分たちは破滅するから、奴隷制度のつづいている外国領の植民地でつくられた砂糖の輸入を禁止せよ、といいはじめたのです。大プランターの一族で、何度も首相を務め、一九世紀を代表する政治家であったグラドストーンは、こうした意見を代表していました。

　これに対して、かつては、熱心にイギリス領の砂糖植民地の奴隷制度に反対したはずの「マンチェスター派」の代表コブデンは、こんな議論を展開しました。「われわれイギリス人は、(原料の綿花を奴隷が生産した)綿製品を消費しており、その輸出者でもあるのだから、輸出用の綿製品を満載した船でわざわざブラジルにゆき、ブラジルには奴隷制度があると知って大げさに驚いてみせたうえ、そら涙を流しながら、奴隷制度によって栽培された砂糖などは受け取れません、とうそぶく権利などあろうはずがない」というのです。

　つまり、外国の奴隷制度は自分たちには関係がない、というのです。もともと「マンチェスター派」が狙ったのは、砂糖の価格を下げることだけであって、奴隷制度反対を唱えたのは、そのための手段にすぎなかったのです。いまは、もはや、イギリスの砂糖価格が国際価格並みにまで下がってしまったのですから、外国の植民地に奴隷制があろうとなかろうと、そんなことはどうでもよかったのです。

イギリス領砂糖植民地の末期

　奴隷制度を廃止されてしまったイギリス領の砂糖植民地のプランターたちは、どうしたのでしょうか。彼らはイギリス政府からいくらか補償金をもらったのですが、なお、しばらくは、奴隷ではなくなった黒人たちを「徒弟」と称して不自由な立場におき、労働力として利用しつづけようとしました。しかし、そのような方法はもはや成功せず、しだいにインド人、中国人、インドネシア人、日本人など、アジア人の「契約労働者」に切り替えていきました。初期の日本人の海外移民は、こうして中南米やハワイの砂糖きびプランテーションで働いた人が多いのです。

　しかし、奴隷制度に頼るブラジルやキューバの進出の前に、イギリス領のカリブ海植民地の砂糖生産は、急速に競争力を失っていきました。一八世紀には、イギリスの富の中心をなしているように思われたカリブ海植民地の富は、こうして急激に消滅していったのです。

　むろん、そうはいっても、一九世紀の末までには、イギリス以外の国の植民地でも、国際的な圧力によって、奴隷貿易や奴隷制度は廃止されていきました。しかし、スペイン領のキューバの奴隷制は一八八〇年まで残り、その砂糖生産を支えました。同じく砂糖生産の衰えなかったブラジルでも、奴隷制度は遅くまで廃止されませんでした。ここでも、「砂糖のあるところに、奴隷あり」だったのです。






温帯で砂糖はつくれるか

　ヨーロッパ人が、というより、世界の人びとが大量に砂糖を消費するようになったのは、砂糖きびから砂糖をつくる方法を覚えたからでした。砂糖きびの栽培には、かなりの高温と広大な土地、膨大な労働力を必要としましたから、その栽培は、熱帯や亜熱帯に限定されました。ヨーロッパ諸国がカリブ海などに植民地を求めて激しい争いをくり返したのは、砂糖きびの栽培に適した植民地が必要だったからでした。そのようなヨーロッパ人の努力が、結果的には、カリブ海のカリベ族など、アメリカ先住民をほとんど絶滅させ、あまりにも多くのアフリカ人を奴隷の立場におとしいれるという悲劇になったのです。

　しかし、すべてのヨーロッパの国が、カリブ海に砂糖植民地をもてたわけではありません。たとえば、近代国家の統一が遅れ、植民地獲得競争に遅れをとったドイツやイタリアは、砂糖植民地をもちませんでした。とくにドイツの一部になったプロイセンという国は、アジアやアフリカやアメリカにはあまり植民地をもちませんでしたが、東方のロシアやポーランドとの国境付近には、早くから植民活動を行なっていましたので、たとえば、そういうところで砂糖をつくることができればと考えたのも自然なことです。

　このような希望は、一八世紀末から現実のものとなってきました。すでに、一七四七年には、プロイセンの学者Ａ・Ｓ・マルクグラーフが、家畜の飼料としてひろく使われているビート、すなわち砂糖大根の根に、砂糖きびほどではないが、かなりの糖分がふくまれていることを発見していました。フランス革命直前の一七八六年ごろからは、もうひとりのＫ・Ｆ・アッハルトという学者が、ビートの品種改良やビートから砂糖を製造する方法の研究を行ない、一七九九年にその研究を完成しました。




　この研究に大喜びしたプロイセンの国王は、彼に広い農地を提供して、本格的にビート糖の製造にあたらせました。ここで生産されたビート糖は、温帯地方で本格的につくられた、最初の砂糖であったといえましょう。

ビートの普及

　プロイセンと対抗関係にあったフランスでも、ナポレオンがビート糖につよい関心を示しました。ヨーロッパ全体を支配しようと企てたナポレオンは、イギリスの商品が大陸に流れ込むことや、ロシアなどの穀物がイギリスに輸出されるのを止めようとして、一八〇六年に「大陸封鎖」を命令しました。このために貿易は混乱し、フランスはカリブ海にすぐれた砂糖植民地をもっていたにもかかわらず、一時的に砂糖の輸入がとだえるようなかたちになりました。このことも、ナポレオンがビート糖に関心をもった理由のひとつでしょう。このため、彼はフランス人の学者デレセールに、七万エーカーの土地を提供して実験をすすめさせました。

　そのうちに、ヨーロッパの他の諸国やアメリカなども、競ってビートの品種改良や栽培をはじめましたので、一八四〇年には、世界の砂糖生産の五パーセントがビート糖ということになりました。近年では、ビート糖の主要な生産国は、圧倒的に多い旧ソ連圏をはじめ、いわば本家のドイツ、フランスのほか、イタリア、イギリス、アメリカ合衆国などですが、西ヨーロッパ諸国は、ほとんどの国がこれを栽培しています。砂糖が「世界商品」といえるほどに重要で、不可欠な商品であるかぎり、ビート糖の栽培は、どの国の政府にとっても、あらゆる手段をもちいても奨励すべきものでした。

　イギリスでは、今世紀のはじめごろには、こんなこともいわれました。本国内に、一〇〇万人もの失業者がいるのだから、「本国内にビート糖の生産を定着させ、住むに家もなく、飢えに泣く人びとに、健全な環境のもとでやれる仕事を与えるべきである」というのです。そうなると、もともと砂糖きびの栽培のためにアフリカからつれてこられた黒人奴隷の子孫たちで、いまも砂糖きびをつくっている人びとはどうなるのでしょうか。本国の失業対策として、ビートの栽培を推奨したイギリス人には、いまや自由人となったカリブ海の黒人の生活など、気にすることもなかったのかもしれません。

　明治いらい、日本も北海道でビートの栽培をはじめ、多くはありませんが、いまも生産しています。やはり、第一次世界大戦で砂糖の輸入がとだえたことがあり、国内で自給することを狙ったために、しきりに奨励されたこともありました。ちなみに、日本語では、砂糖きびを指す言葉として「甘蔗(カンシャまたはカンショと読みます)」があり、ビート、つまり砂糖大根を指す言葉としては「甜てん菜さい」というのがありますが、ここでは「砂糖きび」と「ビート」といっておきます。

近代科学技術と奴隷労働の競争

　ビート糖の生産は、一八八〇年代には、ついに砂糖きび糖を抜いてしまうことになりました。しかし、ビートの栽培は、もともと植民地をもたなかったプロイセンが、やむなく近代の植物学や農学の技術をフルに生かし、膨大な研究費と資本をつぎこんで、ようやく生産にこぎつけたものでした。これに対して、カリブ海や南アメリカのプランテーションは、自然条件が砂糖きびの栽培に適しており、そこに奴隷という強制的な労働力をそそぎこんで、いわば労働者には、たいした報酬を払わない方法で生産されていました。

　いってみれば、ビート糖と砂糖きび糖との競争は、産業革命以後の近代の科学技術と、それ以前のやり方との競争でもあったのです。後者は、歴史学では、重商主義といわれている方法ですが、自然条件にはさからわない代わりに、多くの人間を犠牲にするかたちであったともいえましょう。

　この競争のゆくえは、はじめのうちは、各国政府のつよい支援を受けたビート糖の圧勝とみえました。奴隷制度はいくらなんでも、人道に反するということも、ひろく認識されるようになってきましたから、砂糖きび糖にはあまり未来がなさそうにもみえたのです。こうして、砂糖の最大の消費国であったイギリスだけでいえば、一九世紀末には輸入砂糖の七五パーセントはビート糖ということになりました。

　イスラム教徒とともに西方への旅をはじめ、キリスト教徒の手で西半球にひろめられた砂糖きび糖は、二〇〇年にわたって「王様」として君臨し、大成功を収めましたが、いまやキューバとブラジルで、その「世界商品」としての生涯を終えようとしているようにもみえました。

　しかし、ことはそうかんたんでもありませんでした。ビート糖は政府の支援がなくなると、経済的にはかなりコストの高いものであることも、わかってきました。反対に、奴隷制度がなくなっても、カリブ海や南アメリカやハワイの砂糖きび栽培は、インドや中国、インドネシア、日本などからの移民労働者を使うなどの方法で、かなりの程度まで回復しました。それに、オセアニアやインド洋などに新しい砂糖きび栽培地もできましたので、全体としては、砂糖きび糖が盛り返しているのです。けっきょく、最近では、砂糖きび糖が、ほぼ全体の六〇パーセントになっているといわれています。

たそがれの砂糖

　しかし、砂糖きび糖の敵は、別のところにありました。それはビートでも、カナダのかえで糖でもなく、地球上の豊かな国における食生活の変化でした。かつて(といっても、私の学生時代のことですから、まだついこのあいだのことですが)、砂糖の消費量は一国の文化程度のバロメーターだ、といわれたものでした。栄養失調の日本人の子どもたちが、アメリカの駐留軍兵士にチョコレートをねだっていたのも、そんなに昔のことでもありません。

　ところが、経済的に豊かになり、「飽食の時代」となったいまでは、欧米でも、日本でも、ご存じのとおり、砂糖は健康と美容の敵ということにされがちです。スーパーマーケットなどで売られている食品には、それがいかにカロリーがないか、を宣伝しているものばかりが目立ちます。一粒食べると三〇〇メートルも走れることをキャッチフレーズにしていた某社のキャラメルも、いまでは一粒食べるとそれだけ運動しないと太ってしまう、と解釈されかねない時代になりました。

　むろん、いっぽうでは、この瞬間にも何人もの子どもや大人が、地球上のあちこちで、栄養不良や飢えのために死んでいっているのですから、世界のシステムがどこかおかしいことはいうまでもありません。

　そうはいっても、アメリカをはじめヨーロッパ諸国や日本のような国では、いわゆる「ダイエット」に成功することこそが、「意志のしっかりした」「教養ある」人の証拠とさえいわれる時代でもあるのです。ビート糖どころか、化学的につくられたカロリーの少ない甘味料こそが、まちがいなく主役になっていくことでしょう。化学甘味料といえば、戦争の時代をおぼろげにでも知っている大人にとっては、すぐに思い出されるのが「ズルチン」とか「サッカリン」とかいったものです。こうした化学甘味料は、むしろ「砂糖が手に入らないので、やむをえずそれで我慢をした」代用品だったのですが、これからの化学甘味料は、砂糖よりカロリーが少ない利点があるという理由で、用いられるようになっていくことでしょう。

　こうしてみると、砂糖の歴史的使命は、もはや終わろうとしているのかもしれません。「世界商品」としての地位も、いささかあやしくなりつつあるといえましょう。時代的にいえば、砂糖のつぎに、つまり産業革命の時代に圧倒的な「世界商品」となった綿織物は、化学繊維の発達ですでにその地位を失ってしまったようにみえます。

世界史を動かした砂糖

　しかし、綿織物や原料の綿花にしろ、砂糖にしろ、それらが過去において、まさしく世界史を動かす原動力として、燦さん然ぜんと光り輝いていた時期があることは、忘れてはなりません。なぜなら、よくも悪くも、私たち自身の生きている世界が、砂糖や綿織物が動かし、つくりあげてきたものにほかならないからなのです。

　砂糖や綿織物のような「世界商品」が、私たちの歴史に与えた影響には、明暗二つの側面がありました。そのなかでも、たとえば、工業の発達というような、いわば、それらが人類にとってプラスに作用した明るい側面はもちろん正当に評価しなければなりません。しかし、それ以上に、それらの争奪戦がもたらしたマイナスの効果にも十分に気を配ることが必要です。それらは、明るい近代世界をもたらしもしましたが、いまも深刻な後遺症を地球上の各地に残してもいるからです。

　砂糖の残したそうしたつめあとは、カリブ海にも、アフリカにも、ヨーロッパのなかにさえ、いくらもみることができるはずです。かつて、南北アメリカ史上初の黒人の独立国という華やかな歴史のページを飾ったハイチが、いまや世界でももっとも貧しい、民主主義からもっとも遠い国のひとつとなっていることは、その象徴ともいえましょう。






　砂糖というひとつのモノ、つまり商品をつうじて、近代の世界史をみようというのが、この本の目的でした。こういう目的のためには、砂糖や茶や綿織物は、たいへん都合のよい商品なのですが、そういうモノはほかにもいろいろ考えられます。小麦やコメのような基本的な食糧や基本的な衣料もありましょうし、もっと新しい時代なら、石油や自動車のような商品をつうじてでも、その生産から消費までの全体を注意深く見通すことによって、世界の歴史の動向がわかるはずです。

　このように、モノをつうじて歴史をみることで、どんなことがわかるのでしょうか。大事なことが二つあります。ひとつは、そうすることによって、各地の人びとの生活の具体的な姿がわかります。人びとが何を食べ、何を着ていて、どんなところに住んでいたのか。どんなことをうれしいと思い、どんなことに涙したのか。そうした具体的な生活の局面がわからなければ、私たちは、その時代、その地域の人びとと共感しあうことができません。歴史を勉強する大きな目的のひとつは、そうした共感を得ることなのですから、このことはたいへん重要なのです。

　しかも、砂糖のようなモノをつうじて歴史をみると、そこには、政治を動かしていたような上流の人びとよりは、むしろ下層の民衆の生活がみえてくるのです。砂糖でいえば、一七世紀の上流階級のティー・パーティーばかりでなく、労働者のティー・ブレイク(中休み)もあります。それだけでなく、カリブ海の奴隷の生活もみえてくるはずなのです。文化という言葉は、かつては、有名な音楽家や画家、文学者などとその作品を指す言葉のように理解されていました。しかし、いまでは、庶民の生活のしかたなどを中心に考えるのが、むしろふつうになっています。世界の人びとが相互に理解し合うためには、このような生活の実態や実感を知ることが、もっとも重要だからです。

　モノからみた歴史のもうひとつの特徴は、世界的なつながりがひと目でわかるということです。とくに「世界商品」の場合は、まさしく世界に通用した商品ですから、その生産から消費までの過程を追うことで、世界各地の相互のつながりがみえるのです。砂糖は、主としてカリブ海で生産されましたが、そのための労働力となった黒人奴隷はアフリカから導入されましたし、生産された砂糖のほとんどはヨーロッパで消費されました。ですから、砂糖の歴史は、三つの大陸を同時にみなければわからないのです。

　ヨーロッパのいろいろな階層の人びとが、どういうつもりで砂糖を消費したのかも知らなければなりません。ある人は、それがちょっと上品な人の目印だから欲しかったのかもしれませんし、またある人は、それを飲むと元気が出るから、求めたのかもしれません。そこがわかれば、ヨーロッパの社会のしくみが具体的にわかるはずなのです。しかし、同時に、カリブ海の奴隷の生活や、彼らが何を考えていたかも知らなければなりません。奴隷狩りの対象となったアフリカのことも、考えなければならないでしょう。

　現代の世界はひとつだとは、よくいわれることですが、その意味を正しく理解することは、なかなかむずかしいことです。しかし、「世界商品」の生産から消費までをじっくりたどれば、それも十分に達成されるはずなのです。

　歴史学というのは、たんに昔のことを調べる学問ではありません。いまある世界がなぜこのようになっているのか。ここにくるまでにはどのような歴史的変遷があって、いまこうなっているのか。そういうことを研究するのが歴史学なのです。昔から「すべての歴史は現代史である」などといわれるのは、このためです。

　このようにみると、いまの世界には、いくつもの大きな問題があります。環境問題などというのもそうでしょう。核兵器や戦争の問題もあるでしょう。しかしまた、日本のように「飽食の時代」といわれている社会があるいっぽうで、一説には、毎日、何万人もの子どもたちが世界のどこかで餓死しているともいわれる問題もあります。このようにまったく相反する状況にある社会が、同時に、この地球上に存在しているのは、なぜなのでしょうか。砂糖は太りすぎるからと敬遠する日本人もいれば、その砂糖の価格暴落のために、砂糖きびの島、フィリピンのネグロス島では、一九八〇年代半ばには毎日のように子どもたちが餓死していった事実もあります。

　このような信じがたいほどの「格差」の問題は、かねて「南北問題」として知られているものですが、この問題は、歴史的にみれば、どこからきたというべきでしょうか。この本をここまで読んでこられたあなたがたには、そのような「格差」が生まれた過程が、ある程度はわかってもらえたのではないでしょうか。

　かつて歴史家は、国や国民を単位として、世界の歴史を考えていました。国民が勤勉に働き、無駄遣いをしなかった国は豊かになり、怠け者の多い国は貧しくなったのだというような考え方です。しかし、カリブ海にいろいろな産業が成立しなかったのは、黒人たちが怠け者だったからではありません。

　じっさいには、この地域が「世界商品」となった砂糖きびの生産に適していたために、ヨーロッパ人がここにプランテーションをつくり、「モノカルチャー」の世界にしてしまったことが、大きな原因だったのです。カリブ海で砂糖のプランテーションが成立したことと、イギリスで産業革命が進行したこととは、同じひとつの現象であったのです。アメリカ合衆国の南部に奴隷制の綿花プランテーションが成立したのも、一八世紀までは、世界の綿工場の中心であったインドが綿花プランテーションの土地になっていったのも、いずれも、イギリスの産業革命と切り離しては考えられないことでした。

　むろん、歴史は国を単位にしてもみることができますし、もっと小さな単位、たとえば州や県、村や町、さらには町内や家族を単位としてもみることができます。それどころか、個人の歴史もありうるかもしれません。フランスのナポレオンやドイツの統一に貢献したビスマルクのような人物を中心とした歴史は、じっさいにいくらも書かれています。しかし、いまや「世界はひとつ」なのですから、この本のように、「世界的なつながり」のなかで、ひとつひとつの歴史上の出来事や状況をみていくことも、大切なのです。


あとがき

　この本は、「世界システム」論といわれる歴史の見方と、歴史人類学の方法を使って書いてみました。「世界システム」論というのは、アメリカのイマニュエル・ウォーラーステインという学者などが中心となってつくりだした考え方で、近代の世界をひとつながりのものとみなす考え方のことです。つまり、近代の世界をひとつの生き物のようにみなし、その成長や発展をみていこうとする立場です。

　一方、歴史人類学は、歴史上の人びとのくらしの実態を、モノや慣習などをつうじてくわしく観察しようとする学問です。とくにこの本で参考にしたのは、これもアメリカ人のシドニー・ミンツという人の著作です。

　この二つの歴史の見方をつなぎあわせると、近代の世界の動きが、手にとるように具体的に、よくわかるだろうと考えたからです。

　歴史を学ぶということは、年代や事件や人名をたくさん覚え込むことではありません。いま私たちの生きている世界が、どのようにしてこんにちのような姿になってきたのかを、身近なところから考えてみることなのです。

　みなさんがこの本を読んで、一見したところ、おたがいに何の関係もないような世界各地の人びとの生活が、相互に深くかかわりあっていることを理解してくだされば、著者としてはとてもうれしく思います。

一九九六年六月　京都府長岡京市にて

川北　稔
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